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本 開 長崎県大村市玖品1丁目251存地

氏 4白 大村太郎

戸商事戸項踊改型
【改襲臼】乎庇10年12月5日
{置聾 II，hl平成年6法甜省第51号附師事2条第l'割による改盟

戸聞に配起されτいる右 【引太郎
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品日1 丁目 251在絶 大村金文部
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身分事項 7'1三11月38
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これは、戸高に記録されている事項の企掃を証明した世田である.

平成10年12月78

長崎県大村市長

事

が

務

戸
籍
に
も
新
時
代

戸
籍
と
は
、
夫
婦
を
中
心
と
し
て
、
生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
身

分
関
係
を
登
録
し
た
も
の
で
す
。
明
治

5
年
に
戸
籍
法
が
施
行
さ
れ
て
以

来
、
和
紙
に
記
載
さ
れ
て
き
た
戸
籍
が
大
村
市
で
は
ロ
月
7
日
か
ら
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す
。

今
回
、
戸
籍
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る
の
は
本
籍
を
大
村
市
に
定
め
て

い
る
人
だ
け
で
す
。

戸
籍
の
証
明
書
が
変
わ
り
ま
す

今
ま
で
の
戸
籍
は
、
縦
書
き
の
文
章
形
式
で
し
た
が
、
新
し
い
戸
籍
は
、

横
書
き
の
個
条
書
き
の
形
式
と
な
り
大
変
見
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
用

紙
に
つ
い
て
も
住
民
票
と
同
じ
サ
イ
ズ

(
A
4
版
)
の
同
じ
用
紙
に
な
り
ま

す
。

戸
籍
の
証
明
書
の
呼
び
方
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
、
戸
籍
に
載
っ
て
い
る
全
員
を
証
明
す
る
も
の
を

コ
戸
籍
の
謄

本
」
、
個
人
を
証
明
す
る
も
の
を
「
戸
籍
の
抄
本
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

新
し
い
戸
籍
で
は
、
「
戸
籍
の
謄
本
」
が
『
全
部
事
項
証
明
』
、
「
戸
籍
の

抄
本
」
が
『
個
人
事
項
証
明
』
と
い
う
名
称
に
変
わ
り
ま
す
。

本
籍
の
表
示
が
一
部
変
わ
り
ま
す

新
し
い
戸
籍
で
は
、
本
籍
地
番
表
示
で

「
の
」
を
削
除
し
ま
す
。

『O
O番
地
の
ム
」
と
あ
る
中
の

戸
籍
の
附
票
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す

戸
籍
の
附
票
と
は
、
戸
籍
と
住
民
票
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
、
住
所
の
履

歴
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
、
戸
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
併

せ
て
附
票
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す
。

( 
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戸籍の謄本 ・抄本の名称、様式が変わります!

項
一
称

一式
一
式
一紙
一印

事一

一

更一

一

変
一
名

一

今までの戸籍

戸籍の謄本

戸籍の抄本

B 4版(縦)

文章形式

白紙

朱肉印

コンヒ。ュータ化後の戸籍

全部事項証明

個人事項証明

A4版(横)

個条書き

地紋紙(改ざん防止用紙)

黒印(電子公印)

去りスビィーディに!より見やすく!

e'・う弱るσ〉ワ教う2と!

質 間 回 忽EコE 

これまでの戸籍は、紙の原本で管理され、手作業で記

戸籍のコンビュータ化とは何です
載などを行っていたため多くの時間と手間が必要でした。

か? 戸籍をコンビュータ化することで、 戸籍の作成から証明
書発行までをスピードア ップし、 住民サービスの向上と
大幅な事務改善を行うものです。

今までの紙の戸籍をそのままの状態でイメ ージとして
今までの戸籍はどうなりますか? データ化し、コ ンビュータで管理します。これは、平成

改製原戸籍として保存されます。

コンビュータ化でプライノTシーの 個人の情報を保護するため保護管理要綱により、今ま
保護は守られますか? で以上にしっかり守られます。

コンビュータ化により氏名の文字 コンビュータ化された戸籍の文字に合わせることにな
が変わった場合、住民票や印鑑証 ります。ただし、市民の皆さんが、あらためて子続きを |
明等の文字はど うなり ますか? していただく必要はありません。

証明書の様式はどのよ うになり ま 従来の縦書きの文章形式から横書きの個条書きとなり、
すか? とても見やすくなります。

証明書の発行時間はどうなり ます コンピュータの機能を生かし、 今までより短時間で証
か? 明書の発行が可能となります。

戸籍の証明書の手数料は、全国一律となっています。
コンビュータ化で証明書の料金の 今回のコンビュータ化で料金が値上がりすることはあり
変更はあり ませんか? ません。 (ただ し、平成改製原戸籍の子数料は750円

となっています)

問い合わせ市民課内線 10 1 
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式典開始時聞が早くなります

成人式のご案内

助役バトンタッチ

田中前助役 長い間ご苦労さまでした

式典開始は11時30分から 島助役よろしくお願いします

服装はできるだけ、ふだん着でお気軽に

ご参加ください。

学校や就職で市外に転出していても、地

元で出席したい人は案内状がなくても参加

できます。

田中誠氏 (前助役)が、10月15日付をも

って助役を退任されました。田中氏は、平

成6年2月就任以来、本市発展のためご尽
力いただきました。

田中前助役退任で、島信行氏(前大村市

商工会議所専務理事.59歳)が選任され、
11月6日就任式が行われました。日時 1月15日(祝日)

.受付 11時~ 島信行氏 辞令交付のあと就任式に臨まれた島助役

は 「市長の補佐役として全力を尽くすとと

もに 、 市民に聞かれた役所にした~ ¥0また、

政策などが末端まで浸透し職員の声が反映

する組織づく りに努力するjと抱負を語り

ました。

・式典 11時30分~
会場 市民会館

対象者 昭和53年4月2日~

昭和54年4月1日生まれの人

内容 式典、新成人の誓い

問い合わせ

社会教育課 (内線36 8) 

今後、大村市発展のため奮励努力されま

す。

田中誠氏

九州地区防犯功労者表彰

大村市連合防犯協会副会長の田下理一氏 (62歳)が、多年に

わたり地域安全活動に多大の功労があったとして「九州地区防

犯協会連絡協議会長」から防犯功労者表彰が贈られ、このほど

伝達式が大村警察署で行われました。

同氏は、大村市連合防犯協会副会長のほか、大村地区町内会

長会連合会長、大村地区交通安全協会理事、 暴力団追放推進協

議会委員、大村市青少年健全育成連絡協議会理事の要職にあり、

現在に至るまで多年にわたり、市内における各種ボランティア

活動の指導的役割を果たし、自ら実践して市民の安全意識の高

揚・暴力排除運動・暗がり対策・少年の非行防止運動などの推

進活動を展開し総合的な安全対策に尽力され、 「犯罪のない明る

p町づくりJに多大な功績を残されました。
おめでとうございました。

表彰を受ける田下氏

(大村警察署にて)

『司副一 、

前舟津町・坂口町

自主防災組織の訓練実施

前船津自主防災クラブ、坂口町自主防災部の自主

防災組織訓練が11月3日(祭)と 8日 (日)にそれ

ぞれ行われま した。

これらの自主防災組織は、平成9年度に結成され

たもので、今回の訓練では、 毛布を使用した簡易担

架の作成、消防署の指導による救急救命訓練、県の

地震体験車での体験搭乗および初期消火訓練などが

行われました。

坂口町内会

みんな真剣に取り

組みました

3前舟津町内会
地震体験車による

訓練

~4~ 



親予で交通安全

参加・実践型交通安全教育

女性ドライパーコース・子供安全教室

11月1日(日)県運転免許試験場実技試験コースにおいて、

女性運転者がコースに自分の車を持ち込んで運転し、忘れか

けている交通ルールやマンネリ化した運転操作をチェックし

てもらう「参加・実践型交通安全教育(女性ドライパーコー

ス)講習会」と 「子供の交通安全教室」が開催されました。

乗車前の点検の仕方、タイヤの交換、コース内の走行など

の実習を受け、さらにダミー人形を使った衝突実験などを見

学して交通事故の恐ろしさ、安全運転の大切さを勉強しまし

た。

非常用発煙筒に火をつける体験

をする参加者

横断歩道の正しい渡り方を勉強

する児童たち

新しい憩の場所ができました

「大村純忠史跡公園jオーブン

日本初のキリシタン大名 「大村純忠」の晩年を過ごした屋敷跡

が、公園としてオープンしました。

場所は、荒瀬町の高速道路横に位置し、「大村純忠終罵の居館跡」

として市指定史跡となっている所です。

今回、芝生広場・駐車場・トイレと整備され、憩の広場として

気軽に利用することができるようになりました。

庭園は日本風に、 トイレや道路の石張りを西洋風に造り上げ、

純忠が生きた中世のイメージを感じることができるようわらぶき

屋根の門や塀を再現してあります。

泉水エリアは、その昔 [館のJlIJと呼ばれ、どんな干ばつの時
にも枯れることのなかった清い流れがあったと言われ、それが庭

園の泉水となり、年中きれいな水が湧き出ていた場所で、ほぼそ

のままの状態で保存してあります。

公園には、純忠の生涯などを紹介する説明板も設置してありま

す。

11月1日には、開園式典が行われ、テープカット、地元郷土芸

能である 「荒瀬浮立jの披露などが行われました。関係者をはじ

め、町内の人も多く集まられ、公園の開園を祝いました。

入場は無料ですので、お気軽にお立ち寄りくださ~ ~o 

問い合わせ文化課(内線36 9) 

5 

実践さながら

大村地区建物火災消防訓練

はしご車による

救助訓練

11月9日(月)からの全国秋季火災予防運動期間を前に、

8日(日)大村市役所およびその周辺において、消防団、
消防署および市役所の白偉討首防隊による建物火災消防訓練

が合同で行われました。

地震発生により、市役所別館4階電算室付近から火災が

発生し、初期消火活動中の職員数名が負傷、また屋上には

逃げ遅れた職員が救助を待っているとの想定で行われ、皆

真剣にきびきびと行動し実践さながらの訓練になりまし

た。

開園式典でのテープカ ット

泉水エリアでの散策

趣のある庭園、右手には芝生広場が広がる



秋
の
叙
勲

j
大
村
市
か
ら
六
人
が
受
章
j

平
成
日
年
秋
の
叙
勲
が
決
ま
り
、

六
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
か
ら

。
勲
四
等
瑞
宝
章

中
村
親
さ
ん
(
玖
島
二
丁
目
・
初
歳
)
地
方
自
治

O
勲
五
等
双
光
旭
日
章

稲
析
良
隆
さ
ん
(
荒
瀬
町
・

η歳
)
検
察
事
務

。
勲
五
等
瑞
宝
章

福
田
律
三
さ
ん
(
水
田
町
・
苅
歳
)
保
健
衛
生

。
勲
六
等
瑞
宝
章

石
川

正
昭
さ
ん
(
松
並
二
丁
目

・
臼
歳
)
防
衛

本
間
義
見
さ
ん
(
須
田
ノ
木
町
・
臼
歳
)
防
衛

。
勲
七
等
青
色
桐
葉
章

中
村
源
栄
さ
ん
(
久
原

一
丁
目
・
九
歳
)
警
察

教
育
功
労
者
を
表
彰

市
の
教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
に
贈
る

「
教
育
功
労
者
表
彰
式
」
が
日
月
2
日
、
市
役
所
で
行
わ

れ
、
伊
地
知
委
員
長
か
ら
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
尾
崎
啓一

さ
ん
(在
留
(

島
町
)
が
、
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
(敬
称
略
)

。
永
年
勤
続

(
教
職
員
)
貞
松
英
明

・
松
島
猛
・
森
山
信
孝

・
藤
崎
和
彦

(少
年
補
導
委
員
)
岩
佐
員
盛

(
文
化
財
審
議
会
委
員
)
久
田
松
和
則

。
篤
志
寄
付

尾
崎
啓
一

伴

カ

ズ

市
立
図
書
館
ヘ
多
額
の
浄
財
を
寄
贈

文
化
財
整
備
の
た
め
土
地
を
寄
贈

み
ん
こ
う

中
国
上
海
市
関
行
区
の
公
式

訪
問
団
が
、
日
月
お
日
か
ら
お

日
の

3
日
問
、
友
好
交
流
項
目

協
議
書
の
書
換
え
の
た
め
に
大

村
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

関
行
区
と
本
市
は
、
昭
和
問

年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
農
業
関
係

の
交
流
を
経
て
、
平
成
5
年
ロ

月
に
友
好
都
市
提
携
意
向
書
を

締
結
し
友
好
交
流
を
続
け
て
い

ま
す
。
大
村
市
日
中
親
善
協
会

や
大
村
市
日
中
交
流
研
究
会
な

ど
の
団
体
が
中
心
に
な
っ
て
、

本
年
は
、
市
内
の
小
学
生
の
選

抜
サ
ッ
カ
ー
チ
l
ム
を
上
海
市

へ
派
遣
し
て
、
親
善
試
合
を
行
っ
た
り
、
毎

年
5
回
以
上
関
行
区
か
ら
民
間
視
察
団
の
来

訪
を
受
け
入
れ
た
り
し
て
、
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

訪
問
団
は
、
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
や
清
掃

セ
ン
タ
ー
、
コ
マ
ツ
電
子
金
属
伽
長
崎
工
場

を
視
察
し
ま
し
た
。

友好都市上海市関行区
公式訪問団が来訪!

-司」
・・園
、if、

.

.

.

.

.
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私の人権」
世界人権宣言50周年・人権擁護委員制度50周年記念月間

= 1 2月1日---31日=

あなたの人権「考えよう

毎日の生活の中で、これは人権問題ではないだろうかと感じた

り、法律上どのようになるのか分からないため、お困りの方は、お

気軽にお近くの人権擁護委員又は法務局大村支局 (n@25 4 7) 

にご相談下さい。

人権擁護委員(敬称略)

谷本康子杭出津2丁目(包@3275)

山口清 玖島2丁目 (n⑮4 4 3 3) 

内野祐里武部町 (岱⑮o6 1 5) 
松田喬一 武部町 (n⑫7 8 9 3) 

東明貴子武部町 (n⑮7 5 0 1 ) 

毎日の生活のなかで、わたしたちはつい、言葉や態度で人を傷

つけてしまうことがあります。悪いこととは分かっていても、な

かなか改められないこともあり ます。しかし、そうした行為をし

てしまったときに、素早く気付き、ひと言かけることができたら

一こうしたごく当たり前のことが、相手の存在や意思を認める、

つまり人権を尊重することにつながります。

わたしたちの社会にはまだ、相手の存在を無視した、さまざま

な人権問題があります。部落差別や外国人差別、性別による差別

や子供の人権にかかわる問題、お年寄りや障害者に対する偏見な

どです。こうした問題をなくすためにも、まずは身のまわりの人

権に気付くことから始めてみませんか。

だれに言われなくとも心と体が自然に反応する、肩ひじはらな

い人権意識が、今求められています。 特設人権相談所が開設されます

日時 12月3日(村午前10時~午後4時

場所市役所第3会議室

※相談は無料で、秘密は固く守られます。

人権問題啓発映画がテレビで放映されます

『誇り高き男 12月5日(土 14:00-15: 00 
NCC (長崎文化放送)

管財課 (内線 23 1 ) 
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問い合わせ市では、公共工事の入札結果及び入札予定価格等を管財課で公表しています。



年末・年始市役所の仕事案内
=12月29日(火)，-平成11年1月3日(日)まで通常業務は休みです=

宇田，
もー み 収 集

o r可燃ごみ」は、 12月30日(水)まで
平常どおり収集します。

o r不燃ごみ」は、日割り表どおりの収
集となります。

O収集をしない日
12月31日(木)から1月3日(日)まで

01月4日(月)から平常どおり収集を行
います。

し原くみ取り

Oくみ取りをする日
12月23日(水・ネ兄) (大村清掃は休みます)

から12月30日(水)まで平常どおりく

み取りを行います。

Oくみ取りをしない日
12月31日(木)から1月4日(月)まで

01月5日(火)から平常どおりくみ取り
を行います。

。ごみの収集が、すでに終わっているご家庭でお困りの人は、

「可燃ごみ」…無色透明の市販されているごみ袋で、

「不燃ごみ」…ばらける物や小物類は無色透明の市販され

ているごみ袋で、

「資源物」……缶・ビン(透明・茶・その他に分ける)に

分け、新聞・雑誌・ダンボールはくくって、

清掃センターに直接持ち込んで、ください。

E置蓋~置司・
12月29日(火)・ 30日(水)は、午前9時から11時30分・午後1時から 4時まで

E彊園霊園1111
年末には、 「ごみ」が集中して排出され、相当の混雑が予想されますので、

早めに清掃、整理され町内のそれぞれの集積所を利用するようにしてください。

| 市立病院 1 
急患はいつでも、当直の医師が診療します。小児科の

急患については、 12月30日(水)と 1月2日(土)の午前中
は、小児科医が診療します。

EE璽E霊E霊園 圃霊童園
出生・死亡・婚姻など、 12月27日(日)から 1月4
戸籍の届け出は、休み中も 日(月)まで休館します。

宿日直で受け付けます。 ※12月25日(金)の館内整理
ただし、転入や転出、諸 日は開館します。

証明発行の事務は行いませ 問い合わせ

ん。 図書館 (ft@2 4 5 7) 
問い合わせ 史料館 (ft⑬19 7 9) 
市民課(内線10 1) 
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問い合わせ清掃課 (fto3 1 0 0) 

| 永信業務 I 

休み中も午後 4時30分まで、 給水中止・開始、

料金徴収などの業務を行います。

問い合わせ水道部 (ft③11 1 1) 

歳未特別警戒
~火の元大丈夫ですか 7'"
=12月28日"'31日=

市消防団では、火災発生防止と人命損傷事故の未

然防止を図るため、夜間警戒巡視などを行p特別警

戒を実施します。

期間中 『消防の時間jを午後8時と定め、火の元

点検の励行を呼びかけるために、30秒間サイレン

を鳴らします。もう一度、火の元を点検しましょう。

消防演習招集サイレン 12月28日(月)、午前8時



大
村
市
の
財
政
事
情

市
で
は
年
2
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平

成
9
年
度
の
決
算
状
況
と
平
成
叩
年
度
予
算
の
上
半
期

(
4月
か
ら

9
月
ま
で
)
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成9年度一般会計歳入・歳出決算状況

3万円91 404億6，入歳

55万円395億5，出歳

4041意6，913万円

3951憲5，155万円

91意1.758万円

1億8，843万円

7億2，915万円

7億1，140万円

1，775万円

①収入金額

②豆出金額

③差引額(①ー②)

④10年度へ繰り越した事業にあてる額

⑤実質収麦額(③一④)

⑤平成8年度実質収宣

⑦単年度収宣(⑤一⑥)

国庫支出金
331意4，655万円
(8.3%) 

その{也
30億9，844万円
(7.6%) 
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農林水産業費
281.意5，454万円
(7.2%) 

商工費
13億1，371万円
(3.3%) 
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一般会計歳出決算性質別内訳
繰出金
27億9，178万円

物件費
20億6，409方円
(52%) 

補助費等
25億1，897万円
(6.4%) 

維持補修費
2億5，940万円
(0.6%) 

平成9年度

i多

;fj 

普通建設事業費
168億4，623万円
(42.6%) 

公債費
30億2，034万円
(76%) 

災害復旧事業費
3億6，386万円
(0.9%) 

一般会計使途別市債の状況

平成9年度末現在 389億9，884万円
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平成9年度特別会計歳入・歳出決算状況

dZh 玄 計 名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

老 人保健事業会計 67億2，003万円 67億 170万円 1，833万円

公共下水道事業会計 50億1，031万円 49億9，715万円 1，316万円

国民健康保険事業会計 50億6，962万円 49億6，958万円 10，004万円

農業集落排水事業会計 15億8，369万円 15億8，268万円 101万円

簡易 水道 事業会計 11億3，539万円 11億3，456万円 83万円

平
成
叩
年
度

般
会
計
予
算
執
行
状
況

(
平
成
日
年
9
月
初
日
現
在
)

平
成
叩
年
度
一
般
会
計
予
算
執
行
状
況
(
平
成
叩
年
9
月
初
日
現
在
)
は
、
左
の
図
の
と
お
り

で
す
。
予
算
額
3
4
7億
8
、
2
1
6
万
円
に
対
し
、
歳
入
の
収
入
済
額
は
、
1
3
9億
8
、
8
9
0

万
円
で
収
入
率
は
羽

・
2
%
で
す
。
収
入
未
済
額
は
、
2
0
6億
7
4
5
万
円
で
日
・

8
%
で
す
。

歳
出
の
麦
出
済
額
は
、
1
2
8億
4
、
5
6
1
万
円
で
執
行
率
は
お

・
9
%
で
す
。
支
出
来
済

額
は
、
2
1
9億
3
、
6
5
5万
円
で
臼
・

1
%
で
す
。

90 (億円)

予算額

亡二コ
執行額
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税

国庫支出金

金

入

債

県支 出金

地方交付税

入

収

繰
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市
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入

90 (億円)

予算額
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執行額
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]: 

60 40 30 
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のそ

(平成10年9月30日現在)一般会計 ・特別会計財産状況

基金・積立金等両車ヰ初建山林土地

114億4，638万円163台295，822ぱ8，343，388111' 

(平成10年 9月30日現在)
d2b3Z 、 言十 名 予 算 客員 収 入済額 執行率 支出 済 額 執行率

老人保健 事業 会計 72億8，002万円 29億2，901万円 40.2% 31億4，441万円 43.2% 
公共下水道事業会計 52億9，582万円 5億2，893万円 10.0% 14倍、5，874万円 27.5% 
国民健康保険事業会計 50億9，163万円 14億4，648万円 28.4% 18億7，596万円 36.8% 
農業集落排水事業会計 23億7，965万円 1，597万円 0.7% 3億 875万円 13.0% 
簡易水道事業会計 23億9，599万円 5，241万円 2.2% 4億5，269万円 18.9% 
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平成10年度特別会計予算執行状況



市

II 

病

院

川
事
業
の
概
要

市
立
病
院
は
、
地
域
医
療
の
中
核
的

総
合
病
院
と
し
て
、
市
民
の
医
療
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、

ω臓
血
管
病
セ
ン

タ
ー
の
併
設
な
ど
高
度
特
殊
医
療
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
診
療
体
制
の
充
実
、

医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

山
年
度
は
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
た
め
、
一
階
に
外
来
案
内
カ
ウ
ン
タ

ー
を
開
設
し
、
各
病
棟
の
病
室
の
壁
張

り
替
え
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、
看
護
職
員
の
院
外
研
修
の
推

進
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
再
建
の
一
環
と
し
て
、

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
男
直
し
を
行

い
、
ロ
種
中
川
月
か
ら
叩
種
の
廃
止
と

1
種
の
減
額
を
実
施
し
ま
し
た
。

な
お
、
国
の
医
薬
分
業
政
策
に
よ
り

9
月
か
ら
院
外
処
方
制
度
の
本
格
導
入

を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
9
月
の
健
康
保
険
法
の
改
正
な

ど
医
療
保
険
制
度
改
革
の
な
か
、
ま
す

ま
す
厳
し
い
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
、
質
の
高
い
医
療
を

提
供
で
き
る
総
合
病
院
と
し
て
、
4

フ後

も
診
療
体
制
の
整
備
充
実
と
経
営
の
健

全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
億
3
、

7
9
1
万
円

お
億
6
、
7
6
2万
円

ム

2
、
9
7
1
万
円

1
億
9
、
4
9
3
万
円

1
億
9
、

4
9
3
万
円。

川
経
理
の
状
況

同
企
業
債
お
よ
び
長
期
借
入
金

な
ら
び
に
一
時
借
入
金
の
状
況

平
成

ω年
度
上
半
期
の
経
理
状
況
は

表
1
の
と
お
り
で
、
そ
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入

収
益
的
支
出

差

引
資
本
的
収
入

資
本
的
+
支
出

差

引

企
業
債
お
よ
び
長
期
借
入
金
な
ら
び

に

一
時
借
入
金
の
状
況
は
、
表
2
・

3
・
4
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
+
支
払
利
息
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

企
業
債
利
息

1
億
1
、

長
期
借
入
金
利
息

一
時
借
入
金
利
息

(平成10年9月30日現在)

区 分 予算額 予算執行額 予算執行率(%)

収 第 l款病院事業収益 60億6，690万円 28億3，791万円 46.8% 

益 第 1項医業収益 57億 638万円 25億9，406万円 45.5% 
的

収
第 2項医業外収益 3億5，752万円 2億2，448万円 62.8% 

入 第3項特別 利 益 300万円 1，937万円 645.7% 

収 第 1款病院事業費用 64億8，179万円 28億6，762万円 44.2% 

益 第 l項医業費用 62億2，134万円 27億3，987万円 44.0% 
的

支
第 2項医業外費用 2億3，745万円 1億1，068万円 46.6% 

出 第 3項特別損失 2，300万円 1，707万円 74.2% 

第 1款資本的収入 5億1，622万円 1億9，493万円 37.8% 
資

本 第 1項企 業 {責 1億2，160万円 O 0.0% 

的 第 2項他会計負担金 3倍、9，462万円 1億9，493万円 49.4% 

収 第 3項 固定資産売却代金 。 O 0.0% 

入
第 4項寄 附 金 O O 0.0% 

資本支的出

第 I款資本的支出 5億1，622万円 1億9，493万円 37.8% 

第 1項建設改良費 1億2，160万円 O 0.0% 

第 2項企業債償還金 3億9，462万円 1億9，493万円 49.4% 

健康福祉まつり (10/10)

経理の状況表 l

0
3
7
万
円。

引
万
円

企業債の状況

区 分 発行額 償還額 未償還残高 備 考

施設整備 47億 50万円 9億5，264万円 37億4，786万円 大蔵省

医療機器整備 12億2，100万円 61:意6，525万円 5億5，575万円 大蔵省

計 59億2，150万円 16億1，789万円 43億 361万円

表2

同
平
成
9
年
度
の
決
算
状
況
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平
成
9
年
度
の
決
賞
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入
日
億
3
、
7
3
1
万
円

収
益
的
+
支
出
引
億
9
、
3
4
7
万
円

差

引
ム
4
億

5
、
6
1
6
万
円

資
本
的
収
入

4
億
2
、
7
0
4
万
円

資
本
的
+支出

4
億
2
、
6
9
1
万
円

差

引

日

万

円

10年9月末
残高

考

借入先

大村市モーターボート競走事業

長期借入金明細

本年度中における

借入残高最高額

表3

備前年度末残高

5億5，000万円5億5，000万円5億5，000万円

一時借入金明細

本年度中における

借入残高最高額

表4

10年9月末

残高
考

6億5，571万円

備

借入先

大村市モーターボート競走事業他
4億円8億 883万円

前年度末残高



入院、外来患者数状況調

区分 入院患者数 (延人数) 外来患者数 (延人数)

月 5JU 10年度 9年度 増 減 10年度 9年度 増 減

4 月 9，206 人 9，171 人 35 人 13，013 人 12，819 人 194 人

5 月 8，973 9，406 ム 433 11，632 13，452 ム 1，820

6 月 8，812 8，730 82 12，647 12，843 ム 196 

7 月 9，252 9，243 9 12，935 13，636 乙込 701 

8 月 9，174 9，104 70 12，034 12，672 ム 638 

9 月 8，991 8，463 528 12，104 12，615 ム 511 

計 54，408 54，117 291 74，365 78，037 ム 3，672

1日平均 297.3 295.7 1.6 594.9 619.3 乙斗 24.4 

前年度伸 0.5% 2.3% -3.9% -1.1% 

表5

地
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
工
業
用
水
の
需
要
が
大
幅
に
増
加

す
る
予
定
で
、
平
成
川
年
度
か
ら
拡
張

事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ど~

資
本
的
収
入

資
本
的
麦
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差

引
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、
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円
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、

0
2
7
万
円

同
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成
9
年
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の
決
算
状
況

工
業
用
水
道

平
成
9
年
度
の
決
算
の
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

収
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的
収
入

収
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的
支
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引

資
本
的
収
入

資
本
的
麦
出
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引

同
経
理
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況

同
企
業
債
及
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借
入
金
現
在
高

川
事
業
の
概
要

平
成
叩
年
9
月
末
の
経
理
状
況
は
、

別
表
1
の
と
お
り
で
、
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入

収
益
的
支
出

差

引

平
成
叩
年
9
月
末
の
企
業
債
お
よ
び

一
時
借
入
金
の
状
況
は
、
別
表
2
・

3

の
と
お
り
で
、
支
払
利
息
は
次
の
と
お

り
で
す
。

企

業

債

利

恵

一
時
借
入
金
利
息

合

計

平
成
2
年
4
月
か
ら
コ
マ
ツ
電
ヲ7
4
2

属
納
長
崎
工
場
へ
供
用
開
始
し
、
平
成

9
年
8
月
か
ら
は
、
契
約
水
量
4
、
5

0
03
m
/日
で
給
水
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
9
年
ロ
月
に
は
、
コ
マ
ツ
電

害
金
属
側
と
県
市
聞
で
、
次
世
代
3
0

0
ミ
リ
ウ
エ
ハ
ー
量
産
工
場
建
設
の
立

ζご込

2
、

6
9
3
万
円

3
、

6
9
9
万
円

1
、

0
0
6
万
円

1
、

5
5
8
万
円。

1
、

5
5
8
万
円

(平成10年9月30日現在)

区 分 予算額 予算執行額 予算執行率(%)

収 第 1款 工業用水道事業収益 1億 180万円 2，693万円 26.5 

益 第 1項営業収 益 5，461万円 2，690万円 49.3 

的

収
第 2項営業外収益 4，719万円 3万円 0.1 

入 第 3項 特別利益 O 。

収
第 1款 工業用水道事業費用 1億 751万円 3，699万円 34.4 

益 第 1項営業費用 7，346万円 2，141万円 29.2 

的 第 2項営業外 費用 3，385万円 1，558万円 46.0 

支 第 3項 特別損 失 O O 

出
第 4項予 3繭 費 20万円 。

資 第 1款資本的収入 10億3，350万円 。
本

的 第 l項 補 助 金 3億 720万円 。
収
入 第 2項 企 業 債 7億2，630万円 。
資 第 l款資本的支出 10億3，350万円 4，027万円 3.9 

本

的 第 1項建設改良費 10億1，460万円 3，095万円 3.1 

支

出 第 2項 企業債償還金 1，890万円 932万円 49.3 

経理の状況別表 l

企業債の状況

区 分 発行 額 償還 額 未償還残高 f霜 考

建設改良費 2億6，640万円 3，058万円 2億3，582万円 大蔵省

'1 3億9，580万円 5，861万円 3億3，719万円 公営企業金融公庫

計 6億6，220万円 8，919万円 5億7，301万円

別表2

乙込

8
、
8
1
3
万
円

9
、

9
ア
8
万
円

1
、

1
6
5
万
円

1
、

7
9
1
万
円

1
、

7
9
1
万
円。

一時借入金明細書

本年度中における 10年 9月末
備 考前年度末残品

借入残高最高額 残 品

11意9，000万円
借入先

O 1億9，000万円
大村市モーターボート競走事業
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別表3



水

道

川
事
業
の
概
要

平
成
問
年
度
上
半
期
は
、
例
年
に
比

べ
適
度
の
雨
と
好
天
に
恵
ま
れ
、
配
水

量
も
順
調
に
伸
び
ま
し
た
。

一
方
建
設
改
良
事
業
に
お
き
ま
し
て

は
、
童
瀬
ダ
ム
嵩
上
げ
工
事
に
伴
う
板

口
浄
水
揚
増
設
改
良
工
事
(
変
更
)
と

配
水
管
及
び
老
朽
管
の
布
設
替
工
事
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

下
水
道
工
事
、
土
木
工
事
、
都
市
計
画

事
業
に
伴
う
水
道
管
移
設
工
事
な
ど
を

行
う
一
方
、
給
水
区
域
内
の
漏
水
調

査
・
修
繕
を
行
い
、
漏
水
防
止
に
努
め

育
収
率
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

凶
経
理
の
状
況

本
年
度
上
半
期
の
経
理
の
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
、
執
行
状
況
は
別
表
ー

の
と
お
り
で
す
。

(平成10年9月30日現在)

区 分 予 算 額 予算 執行 額 予算執行率(%)

収益収入的

第 l款 水道事業収益 16億2，321万円 7億7，438万円 47.7 

第 l項営 業 収 益 14億9，315万円 7億5，631万円 50.7 

第 2項営業外収益 13，006万円 139万円 1.1 

第 3項特 日リ 利 益 0万円 1，668万円 117.0 

第 1款水道事業費用 14億6，604万円 4{意5，694万円 31.2 
収

第 l項営 業 費 用 11億3，298万円 2{意9，495万円 26.0 
益

的 第 2項営業外費用 3億(3，148万円 1億6，196万円 48.9 

支 第 3項特 別 損 失 58万円 3万円 5.2 
出

第 4項予 備 費 100万円 0万円

経理の状況別表 l

収
益
的
収
入

収
益
的
+
支
出

差

引
資
本
的
収
入

資
本
的
麦
出

差

引

ア
億
ア
、

4
3
8
万
円

4
億
5
、

6
9
4
万
円

3
億
1
、

7
4
4
万
円

4
2
1
万
円

1
億
1
、

7
2
2
万
円

1
億
1
、

3
0
1
万
円

同
企
業
債
の
状
況

本
年
度
上
半
期
の
麦
払
っ
た
企
業
債

企
業
債
の
元
利
償
還
金
は
次
の
と
お
り

で
企
業
債
の
状
況
は
別
表
2
の
と
お

区 分 予 算 客員 予算 執行 額 予算執行率(%)

第 1款資本的収入 43億4，870万円 421万円 0.1 

資 第 l項 企 業 債 37億6，880万円 0万円

本 第 2項 他 会計負 担金 700万円 0万円

第 3項出 資 金 H意9，300万円 0万円
的

第 4項補 助 金 1億9，250万円 0万円

収 第 5項工事負担金 H意8，740万円 421万円 2.3 

入 第 6項 固定資産売却代金 0万円 0万円

第 7項寄 付 金 0万円 0万円

資本的支出

第 1款資本的支出 47信、9，929万円 1億1，722万円 2.5 

第 l項建設改良費 46億4，681万円 4，272万円 0.9 

第 2項 企 業債償還金 1億5，148万円 7，450万円 49.2 

第 3項予 備 費 100万円 0万円

一一一一一一一 企業 債元 金 企業債利息 メIコ弘、 計

大 蔵 省 42，930，238 95，448，155 138，378，393 

公営企業金融公庫 31，574，745 66，400，766 97，975，511 

74，504，983 161，848，921 236，353，904 

り
で
す
。

企
業
債
元
金

企
業
債
利
息

合

計

7
4
5
0
万
円

1
億
6
、

1
8
5
万
円

2
億
3
、

6
3
5
万
円

-12-

企業債の状況(借入先別)別表 2川
決
算
の
状
況

平
成
9
年
度
の
決
算
の
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入
日
億

3
9
2
万
円

収
益
的
+
支
出
川
億
1
、
6
3
8
万
円

差

引

1
億
8
、

7
5
4
万
円

資
本
的
収
入
団
億
8
、
6
4
6
万
円

資
本
的
支
出
羽
億
1
、
2
3
6
万
円

差

引

ム
3
億
2
、

5
9
0
万
円

よ
記
の
資
本
的
収
入
の
不
足
額
3
億

2
、
5
9
0
万
円
は
、
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。



nu  
兄兄

艇

川
門
事
業
の
概
要

平
成
叩
年
度
前
半
の
回
別
売
上
げ

は
、
別
表
1
の
と
お
り
で
あ
り
、
前
年

度
同
時
期

(
9月
末
)
で
の
累
計
を
比

較
す
る
と
、
5
・
幻
%
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
は
上
半
期
に
G
I
レ
ー
ス

を
2
回

(モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
大
員、

海

の
王
者
決
定
戦
競
走
)
開
催
す
る
な
ど

売
上
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
が
、

一
般

競
走
を
中
心
に
売
上
金
額
が
落
ち
込

み
、
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
申
の
ビ
ッ
ク
レ
ー
ス
は
、
企

業
杯
競
走

(G
皿
)
と
新
吾
特
選
レ
ー

ス
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
川
年

度
売
上
金
の
決
算
見
通
し
も
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
今
後
と
も
フ
ァ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
売
上
向
上
に

努
力
し
ま
す
。

川
経
理
の
状
況

平
成
9
年
度
決
貨
の
状
況
は
、

と
お
り
で
す
。

J欠
の

モーターボート 競走事業 収益 397億 7， 3 6 3万円

モーターボート競走 事 業費用 389億 3， 0 9 8万円

当 年 度 純 不リ 益 8億 3， 8 2 2万円

前年度繰越利益剰余金 2億 8， 6 7 5万円

当年度未処分 利益剰余金 1 1億 2， 497万円

利益積立金 4 ， 2 0 0万円

利益剰余金処分額 一般会計繰出金 1 0億 円

メ口入 計 1 0億 4， 2 0 0万円

翌 年度繰越利益剰 余金 8 ， 2 9 7万円

Pく

月 度 5JU 7コ五ロ'" 上 品 月 度 別 7三金'Gナ 上 品 月 度 別 7τ士E 上 品

1回(4月度) 38億4，446万円 3回(6月度) 22億5，848万円 5回(8月度) 24億3，866万円

2回(5月度) 26億4，278万円 4回(7月度) 22億1，454万円 6回(9月度) 39億2，419万円

調上
=士宮

7c 別表 l

(平成10年9月30日現在)

区 分 予 算 額 予 算執 行額 予算執行率(%)

収
第 l款 モーターボート競走事業収益 434億 874万円 209億3，350万円 48.22 

益 第 1項営 業 収 益 433億 76万円 208億9，640万円 48.26 
的

収 第 2項営 業 外 時文 益 1億 798万円 3，710万円 34.36 

入
第 3項特 別 不リ 益 O 

収
第 1款 モーターボート競走事業費用 429億1，694万円 197億5，913万円 46.04 

益 第 1項営 業 費 用 428億6，113万円 197億5，641万円 46.09 

的 第 2項営 業 外 費 用 581万円 272万円 46.82 

支 第 3項特 別 損 失 O 

出
第4項予 備 費 5，000万円

本収資的入
第 l款資本的収入 O 

第 l項固 定資産売却 代金 O 

資
第 1款資本的支出 11億7，213万円 1，209万円 1.03 

本 第 1項建 設 改 良 費 7，213万円 1，209万円 16.76 
的

支 第 2項投 資 101:意円 0.00 

出
第 3項予 備 費 1億円 0.00 
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経理の状況別表2



防
御
い
つ
も
お
花
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

刈司

H
運
輸
大
臣
表
彰
H

CAMERASPOT 

( 

験

B
ス
ポ
ー
ツ
で

刊
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
「第
加
回

母
と
子
の
心
の
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
親
子

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
心
地
い
い
汗
を

か
き
な
が
ら
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

⑪
走
れ
サ
ッ
カ
ー
少
年
グ

α

「
第
氾
回
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

が

ω月
什
目
、
浄
水
管
理
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手

た
ち
は
、
自
慢
の
ド
リ
ブ
ル
や
巧

み
な
パ
ス
で
相
手
ゴ
ー
ル
に
シ
ユ

|
卜
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

笹山トヨ子さん (玖島2丁目)が、鉄道記
念日に運輸大臣表彰を頂かれました。

これは、昭和33年から40年間、毎週四
季折々の生花を大村駅待合室に飾り、 環

境美化にご尽力されたその功績に対し贈

られたものです。甲斐田市長は「価値の

ある表彰です」 とお祝いの言葉をかけて

いました。

うれしか

「第6回かんぽミッドナイトウオークラリー大
会」 が開催され、約750人の市民が参加しました。
陸上競技場から仏舎利塔までの往復コースを親子

あるいは友達と市街地の夜景を楽しみながら、 心

地いい夜間歩行を楽しみました。

10/.歩きは楽しか、
~気持ちよか/

10/備国道444患の皐期開通に向けて
ー大村市・鹿島市親善バレーボール大会

大村市と鹿島市 (佐賀県)との親善バレーポール大会が

10月11日にシ-ハットおおむらのメインアリーナで行われ
ました。大会には、 両市の小学生、中学生、婦人クラブな

ど12チームが参加し、親睦と3主流を深めました。なお、 国

道444号は、県境の平谷黒木トンネルも貫通しており、来年
3月までには全線開通する予定で工事が進められています。

10/ ~・h1mみんな速いね/
「第49回小学校体育祭」が10月14日、陸
上競技場で行われました。参加した5、6年生
は、100メートル競走やリレーなどのトラッ
ク競技、走り幅跳びや高跳びなどのフィール

ド競技に汗をながしていました。

0/・E・苦楽をともに
金婚祝賀会贈呈式

結婚50周年を祝う金婚祝賀記念贈呈式が10
月9日、市体育文化センタ- (さくらホール)
で行われました。今回、金婚式を迎えられたの

は99組のご夫婦。あいさつに立った甲斐田市長
は、150年にはご苦労、ご心配もたくさんあら
れたと思いますJと労をねぎらい、「健康で安
心した生活がで、きる福祉を作りたい」とあいさ

つ。受賞者を代表して、岩永寅太郎・和さんご

夫婦がお礼を述べました。

10/8 

楽
し
か
っ

ね

「市
内
障
害
児
学
級
運
動
会
」
が

叩
月
♂
日
、
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
玉

入
れ
、
ダ
ン
ス
、
リ
レ
ー
な
ど
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
近
く
の

小
学
生
も
応
援
に
か
け
つ
け
大
き
な

声
援
を
お
く
つ

て
い
ま
し
た
。

10/m絵を描く楽しさ
一おしえます
「第36回壁画コンクール」が10月25
日、三城小学校で行われました。参加し

た子供たちは、 思い思いに趣向をこらし、

すばらしい作品を作り上げていました。

-14-

10/. お茶と生け花でリフレッシュゲ

体育文化センタ で市民文化祭を開催。会場で

は、茶会ゃいけばな展に多くの人が訪れ、芳香に

包まれた和室でお茶をいただいたり、 優雅で趣の

ある生け花を鑑賞しながら楽しんで、いました。

10/⑧音楽ってすばらしか~

体育文化センターで音楽を楽しむ、 11グ
ループが日ごろの練習の成果を披露しまし

た。琴の音と尺八のかもしだすハーモ二ー

から吹奏楽、美しい歌声とすばらしい音楽

に、大勢の市民が楽しみました。

d ， 
10/8ほとばしる汗健脚競う

「第49回大村市中学校駅伝競技大会」が10月8日、
野岳湖周辺コースで行われましたO 選手たちは、

日ごろの練習で‘きたえた健脚を競っていました。

@
気
合
十
分
H

「第
明
記
回
大
村
市
剣
道
選
手
権
大
会
」

が
叩
月
沼
目
、
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
気
合
い
の
入
っ
た
攻
め
合
う
声
が

響
き
わ
た
る
中
、
相
手
め
が
け
て
打
ち

込
ん
で
い
ま
し
た
。
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[¥I民か…ー11
市
役
所

υ

圃@
@
あ

カ
ウ
ン
タ
ー

の
下
か
ら
小
さ

な
手
が
伸
び
、
も
う
ち
ょ
っ

と

で
風
船
に
届
こ
う
と
す
る
と
き
、

「ど
の
色
が
好
き
?
」
と
聞
い
て

渡
す
と、

ち

っ
ち
ゃ
な
顔
が
恥

ず
か
し
そ
う
に
笑
顔
に
変
わ

っ

た
・:
。
そ
し
て

「あ
り
が
と
う
」

〉
)。慌
た
だ

し
さ

か
ら
忘
れ
て

し

ま
い
が
ち
な
何
か
を
教
わ
る
こ

と
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

大
村
市
は
、
福
祉
が
充
実
し

た
ま
ち
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
福
祉
課
で
扱

っ
て
い
る

故郷は国境い

久原 1丁目

原口節子さん

「福
祉
医
療
」
の
充
実
ぶ
り
は
、

県
下
で
も
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。

ち

っ
ち
ゃ
な
笑
顔
が
健
や
か

に
成
長
す
る
た
め
の
お
手
伝
い

と
し
て
、
乳
幼
児
医
療
は
、

6

歳
未
満
ま
で
入
院
、
通
院
と
も

医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
々
増
加
し
て
い
る

高
齢
者
の
方
で
障
害
、
療
育
手

帳
を
持
た
れ
る
方
に
も
、

等
級

に
関
係
な
く
助
成
し
て
い
ま
す
。

他
に
は
、
母
子
、
父
子
、
寡

婦、

寡
男、

単
婦
そ
し
て

一
般

の
心
身
障
害
者
の
方
へ
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う

な
か
で
私
た
ち
が
感
じ
る
の
は
、

決
し
て

「与
え
て
い
る
の
で
は

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け
た

り
、
雑
談
し
た
り
、
時
に
は
叱

ら
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
が
、

逆

に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
く
事

が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、

「励
ま
さ
れ
て
い

る
の
は
私
達
の
方
で
、
感
謝
す

べ
き
は
私
達
な
ん
だ
」
と
、
体

の
中
が
芯
か
ら
暖
か
く
な
る
の

を
感
じ
る
の
で
す
。

『

h

p

、、
i'

Y
L

』

マヲ
4

一
、‘〆
i
/
T
、、

新

7
h叱
1
4

魚を売るおば‘さんの押すチャイムの音が響きま

す。私が育った対馬の朝は、元気な掛け声でした。

朝、捕りたての魚 (アジ・サバ類)を母は買い、

手際よく刺身に して、大根おろしに醤油での朝食で

す。なつかしい忘れ難い昧でした。冬の朝の昧噌汁

はカジメと定められていて、これがまた、欠かせな

い魅力的な昧で した。

海水浴の帰りには、海藻 (ミル等)のおみやげ‘で

す。フノリ での洗髪等、海藻のお陰で育ちま した。

遠足には、スルメを熱灰でいびり金槌で叩き裂い

たものと梅干し入のおにぎりです。はるか韓国の島

影を眺め、釜山への想いをふくらませての昼食でし

た。

その後、東彼杵郡萱瀬村に嫁いできましたが、海

魚にお目にかかる事は少ない日々でした。そんなあ

る日 、「ぶえんもの」が来たとの口伝えの報で、走

りより 「イワシ無塩」の意昧を知った事も語り草の

一つです。

海の幸で過ご した対馬時代が因で しょ うか 170代

の年齢にしては、奇麗な骨ですねJとお医者様に言
われました。故郷に、そして遠くになった母に感謝

しています。

のぎく 暗 国境い父母ねむる島

a 
大村市国際交流員

ミゲル・オリベイラさん

先
日、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
っ
た
時、

友
人
の
間
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
の

女
優
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
有
名

目

な
劇
場
に
出
演
し
て
い
る
と
い

-

3

、

う
話
で
持
ち
き
り
で
し
た
。
友

-
レ
ー
九

人
は
、
そ
の
女
優
が
真
の
女
優

-
↑

h
H

で
あ
り
、
と
て
も
美
し
く
、
素

一

ル

晴
ら
し
い
人
物
で
あ
る
と
喜

一

A

し
て
い
た
の
で
、
彼
女
に
会
っ

-

}

て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

-
ド

M日
L

私
は
、
喫
茶
庖
で
彼
女
に
会

田

F
L

う
機
会
を
得
ま
し
た
。
彼
女
の

皿

y
h

第

一
印
象
は
、
外
見
が
普
通
だ

-

い
h

っ
た
の
で
、

よ
く
あ
る
芸
能
人

-
'u

と
少
し
遣
う
タ
イ
プ
で
は
な
い

で

ル

か
と
期
待
し
ま
し
た
。
自
己
紹

プ

R

介
の
後
、
様
々
な
話
を
し
ま
し

-
f
u

た
。

一

F

話
を
し
な
が
ら
、
な
ぜ
多
く

-

の
人
が
彼
女
に
魅
了
さ
れ
る
の

-γ‘ム

か
、
分
か
り
始
め
て
き
ま
し
た
。
一

A

普
通
の
芸
能
人
と
違
っ
て
、
彼

圃

女
は
、
と
て
も
謙
虚
で
し
た
。
自
分
の
賞

賛
を
せ
ず
、
自
分
の
欠
点
を
話
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
日
多
く
の
人
が
忘
れ

て
い
ま
す
が
、
自
分
の
事
を
謙
虚
に
語
っ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
彼
女
の
経
歴
に
つ

い
て
尋
ね
ま
し
た
が
、
慎
ま
し
く
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

数
日
後
、
彼
女
が
出
演
す
る
ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル
の
最
終
稽
古
へ
の
招
待
状
が
届
き
ま

し
た
。
私
が
耳
に
し
て
い
た
こ
と
は
本
当

で
し
た
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
彼
女
は
美
し
く、

歌
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
ヒ
ー
ロ
ー
の
マ

レ
ー
シ
ア
の
男
優
は
、ま
あ
ま
あ
で
し
た
。

稽
古
の
後
、
多
く
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

俳
優
を
招
い
た
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
滑

稽
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ヒ
ー
ロ
ー
の

派
手
な
マ
レ
ー
シ
ア
の
男
優
は
、

闇

世
界
的
な
芸
能
人
に
あ
り
が
ち

固

な
振
る
舞
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

国

「私
に
近
づ
く
な
。
私
は
偉
大
で

国

あ
り
、
重
要
な
人
物
な
の
だ
」

-

と
で
も
言
い
た
げ
で
し
た
。
私

と

一

が
み
ん
な
に
、
何
故
彼
は
あ
ん

-

な
に
近
寄
り
難
い

の
か
尋
ね
る

こ

一

と
、
す
ぐ
に

「彼
は
、
ド
イ
ツ

る

由

で
演
劇
の
仕
事
を
し
て
い
た
の

固定』

-

さ
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き

J

固

ま
し
た
。
「
私
は
、
ド
イ
ツ
で
し

一五

圃国
ば
ら
く
勉
強
し
た
が
、
そ
の
こ

を

-

と
で
私
は
重
要
な
人
物
に
な

っ

b

一

た
だ
ろ
う
か
」
と
思
わ
ず
反
論

4

・

し
ま
し
た
。

国

こ
の
よ
う
な
中
で
、
彼
女
は

-

ま
す
ま
す
輝
い
て
い
ま
し
た
。

-

謙
虚
に
振
る
舞
い
、

参
加
者
全

-

員
と
話
そ
う
と
し
、
誰
か
が
彼

園

女
を
賞
賛
し
た
ら
、
少
し
困
惑

の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

は
、
賞
賛
に
値
す
る
唯

一
の
人
物
は
、

謙

虚
な
彼
女
だ
け
で
し
た
。

謙
虚
さ
は
、
日
本
社
会
に
あ
る
素
晴
ら

し
い
個
性
で
す
。
私
は
、
も
う
少
し
で
彼

女
が
日
本
人
の
血
を
引
い
て
い
る
の
か
尋

ね
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
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みんなの
健康

「
心
気
症
」

っ
て何だ
ろ
う

大
村
市
医
師
会

中
還
病
院
佐
京

俊
明

皆
さ
ん
は

「心
気
症
」
と

い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ

り

ま

す

か

?

「
心
気
症
」
は

大
村
市
総
合
健
康
診
査
と

胃
癌
検
診
の
現
状

大
村
市
医
師
会

フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

藤
井

正
博

大
村
市
医
師
会
は
、
大
村
市
の
委
託

を
受
け
、
昭
和
問
年
か
ら
一
般
基
本
診

査
と
し
て
、
ま
た
平
成

3
年
か
ら
総
合

健
康
診
査
と
し
て
毎
年
継
続
し
て
行

い
、
市
民
の
方
々
の
疾
病
予
防
、
早
期

発
見
の
た
め
に
行
政
と
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
当
初
非
常
に
低
か
っ
た
受
診
率

も
年
々
上
昇
し
、
平
成
6
年
に
は
全
国

平
均
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
ほ
ど
ま
で
に
な

り
、
さ
ら
に
そ

の
後
も
順
調
に

伸

び

て

い

ま

す
。受
診
率
が
上

昇
し
た
背
景
と

身
体
と
関
係
し
て
い
ま
す
が
、
神
経
症

と
い
う
心
の
病
気
の

一
つ
で
す
。

さ
て
、
最
近
は
心
の
病
気
も
整
理
、

分
類
が
進
み
国
際
的
な
分
類
の
中
で

は
、
神
経
症
と
い
う
項
目
は
は
ず
さ
れ

「心
気
症
」
は
「
身
体
表
現
性
障
害
」

と
い
う
項
目
の
中
の

一
つ
に
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
身
体
表
現
性
障
害
」
と

は
筒
、
単
に
言
い
ま
す
と
、
身
体
の
病
気

で
あ
る
と
み
せ
か
け
た
心
の
病
気
と
言

え
ま
す
。
さ
て
、
で
は
そ
の
中
の
「
心

気
症
」
と
は
ど
ん
な
病
気
を
言
う
の
で

し
ょ
う
?
皆
さ
ん
は
誰
し
も
身
体
が
不

調
な
時
、
何
か
身
体
に
強
い
痛
み
を
感

じ
る
時
な
ど
多
少
な
り
と
も
何
か
怖
い

し
て
、
す
こ
や
か
検
診
(
防
止
戚
l
ω
歳

ま
で
の
も
の
に
誕
生
日
の
翌
月
に
無
料

利
用
券
を
送
付
。
)
と
、
節
目
検
診

(ω
歳
、
日
歳
、

ω歳
の
年
齢
の
節
目

を
迎
え
た
も
の
に
誕
生
日
の
翌
月
に
無

料
利
用
券
を
送
付
。
初
歳
は
婦
人
検
診

も
含
む
。
)
の
導
入
が
大
き
く
影
響
し

た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
方
々
の
成
人
病

と
胃
、
大
腸
、
肺
、
子
宮
、
乳
房
各
部

癌
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

5
年

間
で
、
胃
癌
幻
名
、
大
腸
癌
幻
名
、
肺

癌
U
名
、
子
宮
癌
同
名
、
乳
癌
同
名
が
、

新
た
に
見
つ
か
り
、
こ
の
よ
う
に
総
合

検
診
の
市
民
の
健
康
へ
の
効
力
は
多
大

な
も
の
が
あ
る
と
推
察
で
き
ま
す
。
担

当
す
る
我
々
医
師
会
も
い
い
加
減
な
検

診
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
胃
癌
検
診
を
例
に
と
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
胃
透
視
フ
ィ
ル
ム
の
読
影

で
病
変
の
見
逃
し
が
絶
対
あ
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
我
々
は
、
医
師
会
内
に
胃

透
視
読
影
班
を
作
り
、

2
名
の
医
師
が

一
組
と
な
り
、

4
組
計
8
名
が
交
代
で
、

全
胃
透
視
フ
ィ
ル
ム
を
チ
エ

y

ク
し
て

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
不
安
に
感
じ
る
事
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
検
査
を
受
け
「
異
常
な
し
」

と
言
わ
れ
れ
ば
安
心
し
、
た
い
て
い
は

気
に
か
け
な
く
な
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
し
か
し

「心
気
症
」
の
方
は
そ
う

保
証
さ
れ
て
も

一
時
は
安
心
し
ま
す

が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
や
は
り
何
か
怖

い
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
恐
怖
に
と
ら
わ
れ
、
か
か
っ

た
医
者
に
満
足
し
な
け
れ
ば
次
々
と
医

者
を
か
え
自
分
の
病
気
を
探
そ
う
と
し

ま
す
。
そ
し
て
治
療
も
強
く
要
求
す
る

の
で
す
が
、

一
方
で
は
処
方
さ
れ
た
薬

に
対
し
て
は
副
作
用
を
怖
が
り
い
つ
ま

い
ま
す
。
最
終
的
に
主
治
医
が
判
断
す

る
方
式
を
と
っ
て
お
り
、
二
重
三
重
の

チ
ェ

ッ
ク
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
医
師
会
は

2
ヶ
月
に

1
回、

国
立
長
崎
中
央
病
院
、
大
村
市
立
病
院

の
ご
協
力
の
も
と
、
消
化
管
疾
患
の
勉

強
会
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
胃
透
視

レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
の
読
み
方
や
二

次
検
診
に
使
用
さ
れ
る
胃
内
視
鏡
フ

ィ

ル
ム
の
読
み
方
、
更
に
手
術
後
の
切
除

標
本
の
解
説
ま
で
検
査
お
よ
び
診
断
能

力
を
質
の
高
い
も
の
に
す
る
た
め
、
研

さ
ん
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。

次
に
、
内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て
、
ち

ょ
っ
と
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
は

一
般
診
療
の
中
で
は
内
視
鏡
検

査
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
が
少
し
ず
つ

増
え
て
お
り
ま
す
。
確
か
に
、
内
視
鏡

機
器
の
目
覚
ま
し
い
発
展
に
伴
い
、
症

状
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
は
最
初
か
ら
胃

内
視
鏡
を
施
行
す
る
医
療
機
関
が
増
え

た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
こ
と
無
症
状

の
多
集
団
を
対
象
と
す
る
検
診
に
関
し

て
は
、
内
視
鏡
挿
入
に
よ
る
苦
痛
、
危

険
性
の
問
題
、
複
数
の
医
師
に
よ
る
チ

で
も
納
得
せ
ず
、
日
常
生
活
に
も
支
障

を
き
た
す
人
も
い
ま
す
。
強
い
不
安
や

抑
う
つ
(
憂
う
つ
)
を
示
す
事
も
あ
り

ま
す
が
、
表
面
的
に
は
軽
く
み
え
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
病
気
、
や
や
男
性
の
中
高
年
の

人
が
何
ら
か
の
「
心
身
の
過
労
」
や

「不
安
体
験
」
が
元
に
な
り
起
こ
る
こ

と
が
多
く
、
特
に
真
面
白
、
律
儀
、
凡

帳
面
、
勤
勉
と
い
う
「
執
着
性
格
」
と

言
わ
れ
る
人
に
よ
く
見
う
け
ら
れ
ま

す
。
治
療
は
十
分
な
時
間
と
根
気
が
必

要
で
す
の
で
、
で
き
れ
ば
心
療
内
科
や

精
神
科
の
専
門
の
先
生
と
相
談
さ
れ
る

治
療
が
良
い
で
し
ょ
う
。

ヱ
ッ
ク
が
出
来
な
い
と

い
う
客
観
性
の

問
題
、
ま
た
内
視
鏡
医
の
数
が
ま
だ
充

足
し
て
い
な
い
等
の
問
題
点
も
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
内
視
鏡
は
普
及
出
来
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

そ
れ
よ
り
も
増
し
て
従
来
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
胃
透
視
は
内
視
鏡
に
も
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
非
常
に
優
れ
た
検
査
法

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
胃
透
視
も
万
能

で
は
な
い
ご
と
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
内
視
鏡
、

胃
透
視
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
と
短
所
が
あ

り
ま
す
。
胃
透
視
で
は
わ
か
っ
て
も
内

視
鏡
で
は
わ
か
ら
な
い
癌
も
実
際
に
は

存
在
す
る
の
で
す
。
内
視
鏡
と
胃
透
視

は
表
裏

一
体
、
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
お
互
い
が
お
互
い
の
短
所
を

カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
初
め
て
正
確
な
診

断
が
つ
く
の
で
す
。
こ
れ
は
消
化
器
を

専
門
と
す
る
医
師
に
は
常
識
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
総
検
胃
癌
検
診
を
通
し
て
胃

癌
死
亡
者
ゼ
ロ
と
な
る
こ
と
が
、
我
々

消
化
器
医
の
夢
な
の
で
す
。

fi (095) 

826-5511 
申し込み・問い合わせ

新城保育園 (ft⑫4152)
※13日前から2目前までにお願いします。

高齢者のインフル工ンザ

大腿骨頭壊死

瞬帯血移植について

高齢者の昧覚障害

自い歯にするためには'T'ポーセレンうミネートペニアについて

パイアグラについて

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

士日曜日

‘霊童-宣~-t::'A 匂 保青φ四|
日曜日-祝日などに、 冠婚葬祭への出席、または、就労など家

庭で保育できない状況にある就学前の児童 (離乳が完了前の児童

を除きます)を保育するものです。
吃
月
の
テ
!
マ

新城保育園

12月・・・ 6日・ 13日・ 20日・ 23日・ 27日

1月…10日・ 15日・ 17日・ 24日・ 31日

午前8時30分~午後5時
1日 1，500円

実施保育所

実施日

保育時間

保育料

- 17-



年
金

な
た
の
年
金
は
大
丈
夫
で
す
か
?

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む
却

歳
以
上

ω歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

加
入
し
て
い
て
も
保
険
料
の
納
付
を
し

な
け
れ
ば
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
納
め
た
保
険
料

を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
今
ま
で
の

自
分
の
納
付
状
況
を
確
認
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
は
お
年
以
上
の
期
闘
が

必
要
で
す

老
齢
基
礎
年
金
は
、
次
に
あ
げ
る
期

間
の
合
計
が
少
な
く
と
も
お
年
以
上
な

い
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

O
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
間

O
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間

O
第
3
号
被
保
険
者
期
間

。
昭
和
初
年
4
月
以
降
の
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
た
期
間

。
任
意
加
入
で
き
た
が
加
入
し
な
か

っ

た
期
間

※
任
意
加
入
で
き
た
期
間
と
は
、
昭
和

初
年
4
月
以
降
の
却
歳
以
上

ω歳
未
満

の
間
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

期
間
で
す
。

-
夫
ま
た
は
妻
が
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
た
期
間
(
昭
和
臼
年

3
月
ま
で
)

・
学
生
で
あ

っ
た
期
間
(
平
成
3
年
3

月
ま
で
)

・
日
本
人
で
外
国
に
住
ん
で
い
た
期
間

た
だ
し
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
た
め
の
要
件
は
老
齢
基
礎
年
金
と
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の

期
間
を
満
た
し
て
い
て
も
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
?

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
に

な
り
ま
し
た
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
納
付
書
の

紛
失
な
ど
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
が

納
め
ら
れ
な
い
と
い
う
人
は
納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
年
金

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
(内
線
1
1
3
)

E
民
健
康
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら

被
保
険
者
が
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け、

窓
口
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
が

一
定
額
を
超
え
る
場
合
、
そ
の
差
額
に

つ
い
て
、
高
額
療
養
費
の
支
給
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
カ

ッ
コ
内
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

場
合
①
同
じ
人
が
同

一
月
内
に
、

同

一
の
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
金
が

6

万
3
、
6
0
0
円

(3
万
5
、
4
0
0

円
)
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
分
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

第
什
回
国
民
年
金
写
真
コ

ン
テ
ス
ト

奨
励
賞

渡

海
土
筆
さ
ん

(片
町
)
の
作
品

②
同

一
世
帯
で
同

一
月
内
に

3
万
円

(
2
万
1
、
0
0
0
円
)

以
上
の
自
己

負
担
金
を
2
回
以
上
支
払
っ
た
場
合
、

合
算
し
て

6
万
3
、
6
0
0円

(
3万

5
、
4
0
0円
)
を
超
え
る
分
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

③
同

一
世
帯
内
で
、
前
ロ
か
月
間
に

4

回
以
上
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

た
場
合
、

4
回
目
以
降
は
、
自
己
負
担

限
度
額
が
6
万
3
、
6
0
0
円

(
3
万

5
、
4
0
0円
)
か
ら
、

3
万
7
、
2

0
0円

(
2
万
4
、
6
0
0
円
)
へ
と

さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

④
人
工
透
析
が
必
要
な
慢
性
腎
不
全
や

血
友
病
に
つ
い
て
は

「
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
」
を
病
院
の
窓
口
へ
提
出
す
る

と
1
か
月
1
万
円
以
内
の
支
払
い
で
す

み
ま
す
。

た
だ
、
保
険
が
き
か
な
い
入
院
時
の

食
事
代
や
差
額
ベ

ッ
ド
代
な
ど
は
支
給

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

今
月
は
、

9
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

f呆

年
謀議

2 

お

生
お
め
で
と
う

-18-

山
田
ケ
サ
さ
ん
(
東
大
村
2
丁
目
)
が

1
0

4
歳

(
明
治
幻
年
叩
月
四
日
)
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
甲
斐
田
市
長
か
ら
、
お
祝
い
の

花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
は
、
市

内
の
長
寿
第
1
位
で
す
。

大
道
寺
タ
マ
さ
ん
(
東
三
城
町
)
が

1
0
3

歳

(
明
治
お
年
日
月
1
日
生
)
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
甲
斐
田
市
長
は
、
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
お
祝
い
の

花
束
を
贈
り
ま
し
た
。



福
祉

ご
存
じ
で
す
か
?

(第
6
回
)

平
成
ロ
年

4
月
1
日
か
ら

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

「
介
護
保
険
制
度
」

に
つ
い
て
、
あ

な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

質
問養
護
老
人
ホ
l
ム
と
か
特
別
養
護
老

人
ホ
l
ム
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
人
が
入
所
で
き
る
の

で
す
か
。
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
で
は

ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
る
の
で
す
か
。

回
答大
村
市
内
に
は
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
軽

費
老
人
ホ
l
ム
、
養
護
老
人
ホ
l
ム、

特
別
養
護
老
人
ホ
1
ム
、
老
人
保
健
施

設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

健康福祉まつり (10/10)

ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
軽
費
老
人
ホ
l
ム

は、

ω歳
(夫
婦
で
入
所
す
る
場
合
は

ど
ち
ら
か
が

ω歳
)
以
上
の

一
定
の
所

得
以
下
の
人
に
限
ら
れ
て
お
り
、
身
の

回
り
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
人
で
、

か
つ
、
家
庭
環
境
や
住
宅
事
情
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
居
宅
に
お
い
て
生
活
す

る
こ
と
の
困
難
な
方
が
低
額
で
利
用
で

き
る
施
設
で
す
。

な
お
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
は
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
所
申
込
や
ご
相
談
は
施
設
へ
直
接

お
願
い
し
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
l
ム
は
、
白
歳
以
上
の

人
で
身
体
上
も
し
く
は
精
神
上
ま
た
は

環
境
上
の
理
由
お
よ
び
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で

で
き
る
人
で
、
居
宅
に
お
い
て
生
活
す

る
こ
と
が
困
難
な
人
を
受
け
入
れ
る
施

設
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
I
ム
は
、
侃
歳
以

上
の
人
で
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
著

し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介
護

を
必
要
と
し
、
か
つ
、

居
宅
に
お
い
て

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
受

け
入
れ
る
施
設
で
す
。

老
人
保
健
施
設
は
、
症
状
の
回
復
期
、

安
定
期
に
あ
り
、
入
院
治
療
に
よ
り
看

護
や
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
老
人
等

(
老
人
医
療
受
給
者
証
所
持
者
)
に
対

し
、
看
護
、
医
学
的
管
理
下
の
介
護
お

よ
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
医

療
ケ
ア
と
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
入
所

お
よ
び
通
所
の
方
法
で
行
い
、
家
庭
復

帰
を
促
進
す
る
施
設
で
あ
り
、
医
療
機

関
と
し
て
の
扱
い
で
す
。

介
護
保
険
施
行
後
の
対
応

ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
軽
費
老
人
ホ

l
ム

は
、
現
在
も
市
の
福
祉
業
務
と
し
て
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
直

接
、
施
設
に
ご
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
l
ム
や
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
は
、
市
の
福
祉
業
務
の
中
で
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
介
護
を
必
要
と
す

る
人
が
入
所
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
な
り

介
護
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
養

護
老
人
ホ
l
ム
は
介
護
保
険
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

老
人
保
健
施
設
は
、
現
在
実
施
さ
れ

て
い
る
内
容
か
ら
介
護
保
険
に
沿
っ
た

も
の
で
あ
り
、

「
介
護
老
人
保
健
施
設
」

と
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
「
介
護
療
養
型
医
療
施

設
」
と
し
て
療
養
型
病
床
群
、
老
人
性

痴
呆
疾
患
療
養
病
棟
、

介
護
強
化
病
院

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1

5
2
・
1
5
8
)

-開館時間
相談窓口
8 : 30~17 : 15 (月~金)
障害者生活支援相談業務
8 : 30~ 19 : 00 (月~金)
土・日・祝祭日については、
8 : 30~17 : 15まで相談可
保健 ・福祉にかかわる諸団体・
グル プへの部屋の貸出
8 : 30~22 : 00 (使用料/無料)
園休館日 12 月 29 日 ~1 月 3 日
※駐車場スペースが少ないので
満車の場合は、市民会館の駐
車場を図書館側の入口からご
利用ください。

;t1;Ji/i1611窟Ii:をよ〆ター
愛称:すこやかセンター

健康づくりや子育て支援、介護相談等、保健福祉サービ
スの拠点として旧大村郵便局跡に「保健福祉センタ-J
をオープンしましたので、お気軽にご利用くださし ¥0 8 : 30~22 : 00 

-健康増進のための事業
-母子健康手帳の交付
. 1歳6か月児 ・3歳児健康診査
・健康教室
-成人の健康相談等

・子育て支援事業
-子青てに関する相談
・子育てサークル等の育成支援
.ふれあい交流室の開放

・家庭児童相談事業
・児童の性格・生活習慣、児童の知能、
言語の発達、児童の集団生活における
生活行動上の問題、非行、家族関係等
に関しての相談

・介護相談

保健福祉センタ-業務内容

.リハビリ事業
・ことばの教室
-こどもリハビリ教室
・リハビリ教室 “根気の会"

・障害者生活支援センタ-IラフJ
-在宅障害者の自立と社会参加のための
総合的な生活援助

.アトリ工 ぽれぽれ
.心の病を抱えている人の社会復帰促進
および自立に向けての活動の場

・福祉機器の展示・相談 ・リサイ クル -問い合わせ

大村市保健福祉センター

本町413番地2(旧大村郵便局跡)

Te1.54-9100 
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※イ呆{建・ ti:祉にかかわる団体:グループの
自主活動にもご利用できます。



原
爆
被
爆
者

2
世
の
皆
さ
ん
へ

無
料
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

対
象
①
両
親
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
爆

被
爆
者
で
あ
る
人

②
長
崎
市
内
を
除
く
長
崎
県
内
に
居
住

し
て
い
る
昭
和
泊
年
6
月
4
日
以
降
に

出
生
し
た
人

申
込
方
法

福
祉
課
ま
た
は
、
県
央
保

健
所
(
諌
早
市
)
に
備
え
付
け
て
あ
る

受
診
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
診
区
刀
法

申
し
込
み
の
と
き
に
、
受

障害者の日12月9日は
12月3日------9日二二 障害者週間

診
票
と
医
療
機
関
一
覧
表
を
渡
し
ま
す

の
で
J

そ
れ
を
見
て
希
望
の
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

ロ
月
1
日
開
j
平
成
H
年

1
月

m日
幽

受
診
期
間

ロ
月
日
日
肘

i
平
成
日
年

2
月
お
日
働

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
(
内
線
1
5
6
)

ま
た
は
、
県
央
保
健
所
(
包
③

3
3

0
4
)
 

害者の巳とは・・・

国民の聞に広く障害者の福祉についての理解と認

識を深めるとともに、障害者が社会、経済、文化と

その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲

を高めるために定められました。

全員参加の社会づくりをめざして

障害をお持ちの方や、高齢者の方が、何の不安もな
く地域で生活をしていくには、行政や福祉関係機関 ・
団体はもとより、より広く市民の皆様のご理解とご協
力が必要です。
障害者週間を機会に、ご家族やご友人で一緒に考え
てみてはいかがでしょうか。

健康

総
合
健
康
診
査
実
施
申
!

対
象

市
民
で

ω歳
以
上
の
人
(
職
場

な
ど
で
受
診
で
き
る
人
お
よ
び
妊
婦
を

除
き
ま
す
)

内
容

基
本
健
康
診
査
(
問
診
・
血

圧

・
尿
検
査

・コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
肝

機
能
・

腎
機
能

・
貧
血

・
血
糖

・
心
電

図
な
ど
)
胃
が
ん
検
診

・
肺
が
ん
検

診

・
大
腸
が
ん
検
診

負
担
金

1
、
0
0
0円
(
老
人
医
療

受
給
者

・
市
民
税
非
課
税
世
帯

・
生
活

保
護
受
給
者

・
利
用
券
提
出
者
は
無
料

で
す
)

実
施
医
療
機
関

一
大
村
地
区
}
ウ
ー
マ
ン
ズ
ク
リ

ニ
ッ

ク
ナ
ガ
ノ

・
お
お
つ
か
内
科
医
院

・
岡

内
科
医
院

・
川
本
内
科
医
院

・
近
藤
医

院

・
小
児
科
内
科
し
げ
の
・

寺
井
医

院

・
中
村
医
院
・

フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
松
井
医
院

・
南
野
内
科
診
療

所
・
山
下
外
科
医
院

・
吉
田
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

{
西
大
村
地
区
}

さ
く
ら
ク
リ
ニ

ッ

ク・

田
崎
医
院

・
と
も
な
が
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
中
国
外
科
胃
腸
科

・
野
口
内

科
こ
ど
も
医
院

・
南
野
ク
リ
ニ

ッ
ク
・

む
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
山
道
医
院
・
与
那

城
医
院

・
前
川
外
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

{
竹
松
・
福
重
地
区
}
津
田
胃
腸
科
内

科
医
院
・

早
田
内
科
医
院
・

長
崎
医

院

・
原
外
科
内
科
旺
門
科
医
院

・
牧
山

内
科
外
科
医
院

・
み
ね
内
科
ク
リ
ニ

ッ

ク実
施
期
間

日
躍

・
祝
祭
日
を
除
く
1

年
中
い
つ
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

受
け
方

直
接
医
療
機
関
へ
電
話
で
予

約
を
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1

4
1
)
 

ロ
月
は
骨
髄
登
録
推
進
月
間

骨
髄
バ
ン
ク
は
あ
な
た

の
愛
を
待
っ
て
い
ま
す
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白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血、

先
天

性
免
疫
不
全
症
な
ど
の
難
病
で
苦
し
ん

で
い
る
人
々
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病

気
は

「骨
髄
移
植
」
と
呼
ば
れ
る
最
新

医
療
で
治
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
治
療
法
に
ど
う
し
て
も

必
要
な
骨
髄
液
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る

方
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

移
植
を
受

け
ら
れ
な
い
患
者
さ
ん
が
大
勢
い
る
の

が
現
状
で
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
受
付
と
問
い
合
わ
せ

。
長
崎
県
骨
髄
デ
I
タ
セ
ン
タ
ー

(長

崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
)

8
0
9
5
1
8
4
31
3
3
3
1
 

。
佐
世
保
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

(佐

世
保
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
)

2
0
9
5
6
1
2
31
6
3
7
7
 

。
県
南
保
健
所

8
0
9
5
7
6

つ
-ー-
q
u
つω
Q
U
ウ

i
l
'「
J

つω
只
U
Q
J

。
県
北
保
健
所

8
0
9
5
6
1
6
4
1
3
1
2
1
 

は
が
き
登
録

健
康
増
進
課
と
県
央
保

健
所
ほ
か
各
市
町
村
や
保
健
所
に
備
え

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

4
1
)
 

健
康
増
進
課
(内
線
1

三
種
混
合
・
麻
し
ん
・
風
し
ん

予
防
接
種
実
施
中
グ

年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

の
体
調
の
よ
い
時
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

「健
康
の
し
お
り
と
国
民
健
康
保
険
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
子
様



婦
人
が
ん

(
子
宮
が
ん
乳
が
ん
)
検
診
実
施
中

対
象

市
民
で
初
歳
以
上
の
女
性
(
職

場
な
ど
で
受
診
で
き
る
人
お
よ
び
妊
婦

を
除
き
ま
す
)

負
担
金

子
宮
頚
が
ん

1
、
0
0
0
円

子
宮
頚
十
体
が
ん

1
、
7
0
0
円

乳
が
ん

4
0
0
円

実
施
医
療
機
関

ウ
ー
マ
ン
ズ
ク
リ
ニ

ッ
ク
ナ
ガ
ノ
・
大
村
中
央
産
婦
人
科
・

お
び
産
婦
人
科
医
院

・
後
藤
産
婦
人
科

医
院
・
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院
・
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
し
げ
ま
つ

実
施
期
間

日
曜

・
祝
祭
日
を
除
く
1

年
中
い
つ
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

受
け
方

直
接
医
療
機
関
で
診
療
時
間

内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・

B
C
G
予
防
接
種
を
行
い
ま
す

対
象

生
後
3
か
月
か
ら
川
崎
か
月
未
満

児
で
、
今
ま
で
に

B
C
G接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
乳
幼
児

料
金

無
料

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

・
熱
が
あ
る
時
・
急
性
疾
患
に
か
か
っ

て
い
る
時
・
ま
ん
延
性
の
皮
膚
疾
患
に

か
か
っ
て
い
る
時
・
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ

ン
を
使
用
し
て
い
る
人

・
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
に
お
い
て
、
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
が
水
ほ
う
、
壊
死
な
ど
の
非
常

に
強
い
反
応
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
人

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
な
ど
)
接
種

後
4
週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三
種

混
合
な
ど
)
接
種
後
1
週
間
を
経
過
し

て
い
な
い
時

※
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
意
見

書
な
ど
の
主
治
医
の
許
可
が
な
い
と
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

{建
康
増

寝護
4 

ツベルクリ ン反応検査・ BCG予i訪接種日程表

接
種
目寺
間

午
後
2
時
j
3
時

接種会場 ツベルクリン反応 BCG接種

市役所第8・9会議室 12月1日 12月3日

萱瀬出張所 (火) (木)

西大村コミセン

三浦出張所
12月2日 12月4日
(水) (金)

鈴田出張所

竹松出張所 12月8日 12月10日

福重出張所 (火) (木)

中地区公民館 12月9日 12月11日

松原出張所 (水) (金)

税

農
家
の
皆
さ
ん
へ

平
成
叩
年
申
の
田
畑
作

付
面
積
等
の
お
た
ず
ね

に
つ
い
て

こ
の
お
た
ず
ね
は
、

平
成
叩
年
分
の

市
内
の
作
付
動
向
お
よ
び
各
農
家
の
人

が
農
業
所
得
算
定
に
所
得
標
準
を
選
択

さ
れ
る
場
合
の
基
礎
資
料
に
な
る
も
の

で
す
の
で
、
確
実
な
と
こ
ろ
を
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
日
お
よ
び
場
所

(
各
出
張
所
)

ロ
月

3
日
附

:
・
西
大
村
、
ロ
月
4
日

働
:
・
三
浦

・
松
原
、
ロ
月
8
日

ω・:福

重

・
萱
瀬
、
ロ
月
9
日
刷
・
:
鈴
田
・
竹

松受
付
時
間

午
前
8
時
加
分
j
午
後
4

時
初
分

提
出
期
限

ロ
月
日
日
同国

提
出
先

税
務
課
ま
た
は
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

(
内
線
1
2
3
)

法
定
調
書
の
提
出

給
料
、
報
酬
、
料
金
、
利
子
、
配
当

な
ど
の
支
払
者
は
、
支
払
先
の
住
所
、

氏
名
、
金
額
な
ど
を
記
載
し
た
書
類

(
法
定
調
書
と
い
い
ま
す
)
を
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
定
調
書
は
、

1
年
間
の
支
払

分
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る
も
の

で
、
提
出
期
限
は
利
子
、
配
当
な
ど
の

一
部
を
除
き
、
支
払
っ
た
年
の
翌
年
1

月
紅
白
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本

年
分
に
つ
い
て
は
、
氾
日
が
日
曜
日
の

た
め
、
平
成
日
年
2
月
1
日
仰
と
な
り

ま
す
。
提
出
さ
れ
た
法
定
調
書
は
、
支
払
先

ご
と
に
名
寄
せ
整
理
さ
れ
、
適
正
な
課

税
を
図
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
の
で
、
記
載
誤
り
の
な
い
法
定
調

書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

な
お
、
税
務
署
に
提
出
す
る
法
定
調

書
に
つ
い
て
は
、
磁
気
テ

1
プ
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

税
務
署
長
へ
の
承
認
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
特
に
、
支
庖
や
工
場
等

に
つ
い
て
も
電
算
処
理
に
よ
り
法
定
調

書
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
本
屈

等
の
所
轄
税
務
署
に
一
括
し
て
テ
l
プ

で
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

諌
早
税
務
署

(岱
②
1
3
7
1
)

給
与
支
払
者
は
、
全
て
の
給
与
を
市
町
村
ヘ

報
告
し
て
く
だ
さ
い

給
料
や
賃
金
、
賞
与
な
ど
を
一
般
に

「給
与
」
と
い
い
ま
す
が
、
給
与
を
支

払
う
事
業
主
や
個
人
営
業
主
の
方
は
、

全
て
の
従
業
員
(
パ

l
ト
や
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
)
の
給
与
支
払
報
告
書
を
、

従
業
員
の
平
成
日
年
1
月
1
日
現
在
の

住
所
地
の
市
町
村
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限

平
成
日
年
2
月
1
日
間

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

(
内
線
1
2
3
・

1
2
4
)

税務課窓o 談
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住
宅
用
地
の
申
告
を

住
宅
用
地
は
、
固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
ま

す
。住
宅
用
地
を
認
定
す
る
た
め
、

次
の

場
合
、
平
成
日
年
2
月
1
日
ま
で
に
税

務
課
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
宅
を
新
・
増
・
改
築
し
た
場
合

②
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合

問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
0
)

家
屋
の
実
地
調
査

固
定
資
産
税
の
課
税
の
た
め
、
新
・

増
・
改
築
や
取
り
壊
し
た
家
屋
の
実
地

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
員

(固

定
資
産
評
価
補
助
員
証
を
携
帯
)
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

家
屋
の
新
・
増
・
改
築
や
取
り
壊
し

を
し
た
人
で
、
登
記
を
し
て
い
な
い
人

は
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
0
)

環境

産
業
廃
棄
物
排
出
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

廃
棄
物
処
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
ロ

月
1
日
か
ら
全
て
の
産
業
廃
棄
物
の
委

託
処
理
に
際
し、

産
業
廃
棄
物
管
理
票

(
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
)
を
交
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

産
業
廃
棄
物
と
は
・:
事
業
活
動
に
伴
っ

て
生
じ
た
廃
棄
物
(燃
え
殻

・
汚
泥
・

廃
油

・
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

・
金
属
く

ず
等
)

産
業
廃
棄
物
管
理
票
と
は
・・・
産
業
廃
棄

物
の
運
搬
ま
た
は
処
分
を
他
人
に
委
託

す
る
際
に
交
付
す
る
複
写
式
伝
票

問
い
合
わ
せ

県
央
保
健
所

(岱

③

3
3
0
5
)
ま
た
は
県
庁
廃
棄
物
対
策

課

(8
0
9
5

8

2
1
1
4
4
9

9
)
 

ふんがい

フン書に憤慨(みんなみています)
犬の散歩をさせている人を見ると、袋やスコップをも

っていない人をよく見かけます。また、中には袋やスコ

ップをもっていても、格好だけで後始末をしない人もい

るようです。

そのような人に、飼い主になる資格があるのでしょう

か。犬が散歩中に便意をもよおすことは自然なことです。

その後始末をきちんと行うのは飼p主の最低限のマナー

です。
東京ディスニーランドなどに行くと、場内のスタ ッフ

が常に気を配り、ゴミが落ちているとすぐに拾っている

のがわかります。犬のフンの不始末に限らず、ゴミのポ

イ捨てもよく見かけますが、私たち一人ひとりも 「おお
むらjというテーマパークのスタ ッフという意識をもっ

て、ここに住んでいる私たちのためだけでなく 、「おおむ

ら」を訪れる全ての人たちを気持ちよく迎えるためにマ

ナーを守りましょう。
なお、フンの後始末は、まず古新聞などをフンの上に

のせて、裏返しした袋に手を入れてつかみ、袋を元に戻

すと子を汚さないで取れます。(念のため軍手をしておく

と安心です)そのフンは燃えるゴミと一緒に可燃物回収

日に出してください。また、散歩のときは必ずひもにつ

ないでください。

問い合わせ 環境保全課 (142)

合
併
処
理
浄
化
槽
の

維
持
管
理
補
助
金
の

を
添
付
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
0

・
法
定
検
査
料
(
日
条
検
査
)
の
領
収

書
の
コ
ピ
ー

・
保
守
点
検
料
の
領
収
書
・
記
録
票
の

コ
ピ
ー

・
清
掃
料
の
領
収
書

・
記
録
票
の
コ
ピ

-22-

③
申
請
書
提
出
期
限

初
日
働

(墜

寸)

※
1
回
目
の
法
定
検
査

(
7
条
検
査
)

は、

補
助
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
提
出
期
限
は
絶
対
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
期
日
を
過
ぎ
る
と
補
助
金
が

支
出
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
4
)

補助金の額一・表①と表②で計算した額とを比較して、
どちらか少ないほうの額

補
助
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件

①
設
置
の
際
、
市
か
ら
補
助
金
を
受
け

て
い
る
こ
と

②
適
正
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い

る
こ
と

・
法
定
検
査
を
受
け
て
い
る
こ
と

・
保
守
点
検
を
年
3
回
以
上
実
施
し
て

い
る
こ
と

・
清
掃
を
年
1
回
実
施
し
て
い
る
こ
と

こ
う
い
う
場
合
、
補
助
金
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん

①
市
か
ら
設
置
補
助
を
受
け

て
い
な
い
と
き

②
肘
長
崎
県
浄
化
槽
協
会
の

法
定
検
査
を
拒
否
、
ま
た
は

検
査
料
の
支
払
い
を
怠
っ
て

い
る
た
め
法
定
検
査
が
実
施

で
き
な
い
と
き

③
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
不
十
分

な
と
き

④
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
の
区
域
内
で
、
供
用
開

始
後
6
か
月
以
内
に
接
続
せ

ず
、
引
き
続
き
合
併
処
理
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
と
き

補
助
金
の
申
請

①
補
助
対
象
経
費
平
成
日

年
4
月
1
日
j
平
成
日
年
3

月
氾
日
の
期
間
に
要
し
た
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

②
所
定
の
用
紙
に
次
の
書
類

平
成
日
年
4
月

(公共下水道
等の使用料

平均相当額)

処理人槽 5人槽 6人槽 7人槽 8人槽以上

法定機査料・保守点検料・ 清掃料の領収書の総額

+ プラス

実補助 (フロアー電気料加算 1，000円×使用月数)

経費額 ー マイナス

30，000円 32，000円 34，000円 36，000円

× × × × 
(使用月数/12) (使用月数/12) (使用月数/12) (使用月数/12)

表②



草木の処理について
庭木のせん定や除草作業などで出た草木は、廃棄物としての処

理方法において、当分の問、次のような処理をしてください。

市民の皆さんのご協力をお願いします。

家庭からの草木は、原則として次の方法をとってください0

・土地に余裕があれば堆肥化または埋め込み等で処理してくださp。

(自然分解)

・ l回に2袋を限度として週2回の可燃物収集日に出してください0

・大量に出た場合で袋に入らない枝木は、長さ1.8メートル以内に

切り、 一人で持てる程度にひもでくくり、その他は無色透明の

ごみ袋に入れて清掃センターに直接搬入してください。

ただし、そのときは事前連絡が必要です。

なお、諸事情によりどうしてもやむを得な
L 、場合は、周囲の迷惑にな らない程度で焼却
をしてください。
その場合、ビニール、プラスチ ッ夕、紙類、
繊維など草木以外の物が絶対に混ざらないよ
うにきちんと分別してください。また、場所、
風向き、乾燥度合いなど卜分配慮することが
必要です。特に、商届街や住宅密集地では注
意が必要です。

問い合わせ 環境保全課(内線144)
清掃課 (ft@t3100)

皆さん温室効果ガスつてなんだかご存じですか?
そうです。あの地球温暖化の原因になっているガスのこと
です。温室効果ガスとは、太陽からの熱をほどよく逃がし
たり、取りとめたりしているガスのことをいいます。
このガスには、水蒸気、二酸化炭素 (C02)、メタン、
重酸化窒素、フロンなどがあり、これらが、私たち人間の
活動によって年々増え続け、地球の温度を上げている原因

になっています。中でも最も悪影響を及ぼしている二酸化
炭素 (C02)については、一刻も早い対策が必要です。

では、どんな対策があるのかな?

@省エネルギー生活を心がけよう

・エアコンの温度設定は、冷房は28
0

C、暖房は200Cを目安に0
・テレビを見ていないときや不必要な照明はこまめに消す。
(主電源スイッチを切る)
・洗濯をするときは、なるべく風呂の残り湯を使う。

-地球温暖化を進める
温室効果ガスの内訳

@自動車の使用を控えよう

・人待ちゃ客待ち、荷物の積み降ろしの時などは、アイドリ
ングはしない。

.空ぶかしはしない。
・公共支通機関を利用する。

@ものを大切に使おう

・缶 -ビンなどの資源ゴミはリサイクルに出す。(ゴミの分別
を徹底する)

・洗剤などは詰め替え商品を積極的に利用する0

・コピーする時は両面コピーを。

E酸化窒素 5.7%

私たちの生活をとり まく 、全てのものやエネルギーを大切にする方法こそ、

C02を減らすために最も大切なことです。まだまだほかにも方法はいくらで

もあります。皆さんもさっそくできることからひとつずつ始めてみましょう O

家計の節約にも大いに貢献しますよ!

-23-

その他 1.2%

二酸化炭素
(C02) 

63.7% 



.・hシ-ハットおおむらl情報

期日/平成11年1月17日(印
開場/午前11時・開演/正午
場所/メインアリーナ

[司会]
宮川泰夫アナウンサー

， e守

[ゲスト]

五木 ひろし

[問い合わせ]

-応募方法
往復はがきに出場希望と明記 (1人1
枚)のうえ、住所・氏名 ・年齢 (高
校生以上) ・職業 ・電話番号、歌う
曲目 (1曲のみ)、歌っている歌手
名、その歌を選んだ理由などを書い
て申し込んでく ださ ¥'¥0 返信用の
はがきにも住所 ・お名前を書いてく
ださ し、。)

・予選会
250組の方 (申込多数の場合は抽選)
に、 前日16日(土)の予選会ヘ出場して
いただきます。
※17日(印本番出場は、予選会を勝ち
抜いた20組の方です。

-応募方法
往復はがきに観覧希望と明記 (1人1
枚)のう え、住所 ・氏名 ・電話番号
を書いて申 し込んでく ださ い。申込
多数の場合は抽選です。(返信用の
はがきにも住所 ・お名前を書いてく
ださい。)

-応募締切
いずれも12月21日(月)必着
・応募先
〒850-8603 長崎市西坂町1-1
NHK長崎放送局

[ゲス ト]

三船和子
NHK長崎放送局・事業
~095 (821) 3124 

iNHKのど自慢・ 出場係J (出場希
望の方)または iNHKのど自慢・観
覧係J (観覧希望の方)
.放送予定日
平成 1 1 年2 月 21 日 (8) 、 1 2 : 15~ 13: 00
総合テレビ・衛星第2・ラジオ第1

期日/平成11年1月21日休)
開場/午後6時

開演/午後6時30分
場所/さ くらホール

入場料/無料 (整理券が必要 です)

整理券は市内出張所 ・市 コミセン ・

西大村地区コミ セン・ 中地区公民館・

図書館・市民会館にあります。

主催/教育委員会

家庭教育講演会

「私が見てきた家族像J
講師 松居 一 代 (女優)

昭和56年 illPMJで藤本義一氏

の相手司会としてデビュー。以来、

女優として活躍。子供とのアトピー

闘病生活の経験を通して、健康の大

切さ、母親の強さをかたる女優、松

居一代さんの講演会を開催します。

-問い合わせ 社会教育課 (内線368)
または市少年センタ-fi54-6405 

ピアノと木管5重奏

アンサンブル“ベガ"
Piano&Woodwind Quintet "VEGA" 

日時/[一般の部]
平成11年2月5日憧)
開場午後6時・開演午後6時30分
※2月6日仕)午後2時よ り
中学生対象のコンサ一卜開催

全席自由 500円

場所/さくらホール

チケット料金/

[一般の部 ・2月5日]全席指定
大人(一般)2，000円
大人(会員)1，800円
高中小生 500円

前売り/(一般)12月8日(刈
(会員)12月1日(刈午前9時~

園チケッ ト取扱・ 問い合わせ

シーハッ トおおむら事務所

-1: い

シ全

車予習
気fz
墾づ語
L そ H 活十

14f 
十計
三宅Z
5雪L
72語
長 2
管
主
重
奏

戸 一一|

“シーι伺富島ブI 臨時四(財)大村市振興公社~，]田
・且重皇室重量・・ (月曜日休館・午前9時~午後i.Dl時) I 
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H
Z
m，
O
H
N
Z
R吋
H
O
Z

新
年
慶
祝
交
歓
会

(
巴
名
刺
受
換
会
)

秘
書
広
報
課
(
内
線
2
0
2
)

平
成
日
年
度
新
年
慶
祝
交
歓
会
を
開

催
し
ま
す
。
日
時
平
成
日
年
1
月
4

日
間
、
午
後
5
時
加
分
会
場
パ
ー

ク
ベ
ル
ズ
会
費

1
人
2
、
5
0
0

円
申
込
方
法
秘
書
広
報
課
ま
で
、

会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
込
期
限
ロ
月
8
日

ω

平
成
行
年
間

「
新
生
活
門
松
カ
l
ド」

領
布
受
付
申
!

商
工
課
(
内
線
2
4
1
)

市役所

ft53・4111(代表)

長
崎
県
新
生
活
運
動
協
議
会
で
は
、

「
心
豊
か
で
、
潤
い
の
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
県
民
一
人
ひ
と

り
の
皆
さ
ん
に
「
く
ら
し
の
簡
素
化
」

や
一
省
資
源
・
ご
み
の
減
量
化
」
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
意
識
を
よ
り
一

層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

「門
松
カ
ー

ド
頒
布
」
の
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

金
額

1
組
2
枚
(
日
円
)

場
所
各
出
張
所
お
よ
び
商
工
課

申
込
期
限
ロ
月
四
日
也

電
話
加
入
権
を
公
売

税
務
課
(
内
線
1
2
6
)

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
ロ
月
四
日
樹
、
午
後
1
時
加
分

場
所
市
役
所
第
3
会
議
室
公
売
方

法

一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

即
納
持
参
す
る
も
の
印
か
ん
(
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
)
公
売
台
数

若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合
(
未
成
年
者
の
買
受
等
)

は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
な

お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し
ま

す
。平

成
什
年
度

地
籍
調
査
事
業

地
籍
調
査
室

(
内
線
3
5
8
・
3
5
9
)

調
査
地
区
玖
島
1
・
2
・
3
丁
目
、

幸
町
、
片
町
説
明
会
平
成
日
年
4

月
中
旬
(
予
定
)
現
地
調
査

平
成

日
年
5
月
j

7
月
・

9
月
l
m
月

※
土
地
所
有
者
に
は
、
説
明
会
お
よ
び

調
査
日
程
を
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
平
成
叩
年
度
現
地
調
査
お
よ
び
測
量

等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

地
積
測
量
実
施
中
の
地
区
本
町
、
西

本
町
、
東
本
町
、
束
三
城
町
、
西
三
城

町
、
水
主
町
1
・
2
丁
目
①
地
籍
図
、

地
籍
簿
等
を
整
え
、
成
果
の
閲
覧
(
平

成
ロ
年
1
月
予
定
i
m
日
間
)

②
国

土
庁
の
認
証
を
受
け
登
記
(
平
成
ロ
年

8
月
i
m月
予
定
)
を
行
い
ま
す
。

長
崎
空
港
;
札
幌
間

季
節
運
航
便
が
就
航
し

て
い
ま
す商工

課
(
内
線
2
4
1
)

長
崎
県
と
北
海
道
を
結
ぶ
直
行
便
が

日
月
か
ら
3
月
ま
で
の
偶
数
日
に
就
航

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
長
崎
午
後
4
時
日
分
発
↓
札

幌
午
後
7
時
日
分
着
・
札
幌
午
前
9
時

却
分
発
↓
長
崎
午
後
ロ
時
初
分
着

J
R
九
州
か
ら
の
お
願
い

列
車
事
故
に
ご
注
意
!

商
工
課
(
内
線
2
4
1
)

最
近
、
高
齢
者
の
列
車
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
列
車
は
高
速
で
運
転
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
思
っ
た
よ
り
早
く
近

づ
い
て
き
ま
す
。
安
易
に
線
路
に
立
ち

入
る
な
ど
危
険
な
行
動
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
線
路
を
横
断

す
る
と
き
は
、
必
ず
、
遮
断
機
や
警
報

機
が
付
い
て
い
る
踏
切
を
左
右
確
認
を

し
て
渡
っ
て
く
だ
さ
い
。

描5-h笛さ 舗

1~12 (土) ZJfii12
Oクオレ物語

O鬼の子とゆきうさぎ

O彦ーとんちばなし

1~12 (土) 中地区公毘館 10: 00~11 : 00 

Oクオレ騒ぎ

Oカパのポトマス

Oさいごのおきゃくさま

10 : 00~11 : 00 
14 : 00~15 : 00 

(アニメ25分)

(アニメ22分)

(アニメ25分)

(アニメ19分)

(アニメ25分)

(アニメ10分)

「ルーアンの丘」
遠藤 周作著

こんなにもみずみずしい青春があった。
未発表の旅行記と、これまで公開されな
かったフランス留学日記の最後の 6か月
を収録。若き日の情感と人生への覚悟、

置 信仰と懐疑、哀しみと苦しみ…遠藤文学
' ; A ~ ;J の原点にふれる l冊。

ローマ人の物語VTI 悪名高き皇帝たち (塩野七生著)/ヴァスラ
フ (高野史緒著)/おしゃべリ怪談 (藤野千夜著)/オウムと私 (林
郁夫著)/愚か者の舟 (海老沢泰久著)/傷 (北原豆以子著)/
原始の風が吹く大地へ (ピ工 jレ・プロ著)/殺人課刑事 (アー
サ- .ヘイリ 著)/人生万歳 (永六輔 ・瀬戸内寂聴著)/なん
て遠い海 (谷村志穂、著)/パビ口ン行きの夜行列車 (レイ ・ブラ
ッドぺリ著)/漂流街 (馳星周著)/幻の森 (レジナjレド ヒル著)
/みだれ髪E チョ コレート語訳 (俵万智著)
この他にもたくさんの新著図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (包 FAXg2457) 
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市役所

ft53・4111(代表)

水
道
部
業
務
課
(
宮
@
1
1
1
1
)

大
村
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
指
定
に
つ
い
て

。
ご
存
じ
で
す
か
?

市
水
道
を
ご
使
用
の
給
水
装
置
の
工

事
は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
事
業
者
で

な
け
れ
ば
、
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
も
し
、
そ
の
他
の
者
が
、
勝
手

に
給
水
装
置
を
設
置
し
た
り
、
改
造
し

た
り
し
た
場
合
、
給
水
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

大
村
市
に
お
い
て
給
水
装
置
の
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
工
事
事
業
者
と

し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

指定番号 指定工事事業者名 事業所の所在地 指定年月日

31 一円工業有限会社
大村市

平成10年10月2日
森園町1616-5

32 丸虎開発有限 会社
大村市

平成10年10月8日
富の原2丁目368

33 有汐設備工業有限会社
諌早市

平成10年10月20日
栗面町343-2

34 豊工業株 式会 社
諌早市

平成10年10月20日
福田町47-15

35 有 限 会社開 設備
諌早市

平成10年10月26日
川内町342

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

長
崎
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

(
岱

0
9
5
1
8
4
6
1
9
0
3

0
)
 

女
性
の
就
業
機
会
の
拡
大
と
就
業
条

件
の
向
上
を
目
的
と
し
た
技
術
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

科
目

ワ
ー
プ
ロ

4
級
(
日
商
検
定
4

級
受
験
)

募
集
定
員

弘
人

日
時

平
成
日
年
1
月
6
日
附

j
2
月
ロ
日

同国

初
日
間
(
第
2
土
曜
日
・
日
曜

・

祝
日
を
除
き
ま
す
)
午
前
叩
時
j
午
後

1
時
初
分

場
所

国
際
情
報
科
学
専

門
学
校
諌
早
校

資
格

①
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
で
、
求
職
活
動
を
し
て

い
る
人
②
ワ
ー
プ
ロ
の
初
心
者
で
、

全
日
程
出
席
可
能
な
人

受
講
料

無

料
(
た
だ
し
、
教
材
費
は
自
己
負
担
)

受
付
期
間

ロ
月
1
日
か
ら
定
員
に
達

す
る
ま
で

排
水
設
備
技
術
者
試
験

下
水
道
建
設
課
(
内
線
4
0
1
)

資
格

高
等
学
校
(
旧
制
中
学
校
を
含

む
)
を
卒
業
し
、
下
水
道
ま
た
は
、
衛

生
工
事
の
設
計
施
工
に
関
し
3
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人
・
下
水
道
ま
た
は

衛
生
工
事
の
設
計
施
工
に
関
し
7
年
以

上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
人

・
そ
の

ほ
か
市
長
が
特
に
資
格
が
あ
る
と
認
め

た
入

試
験
日
平
成
立
年
2
月
U
日

制

場
所

大
村
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間
平
成
日
年
1
月
5
日
刊
j

m日
制

受
験
希
望
者
は
、
受
験
申
込

書
と
詳
し
い
資
料
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
宛
先
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
に
切

手
を
同
封
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
書
請
求
先
一
T
8
5
61

0
8
2
6

東
三
城
町
お
番
地
「
大
村

市
排
水
設
備
協
会
」

ト
キ
メ
キ
世
界
講
座

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
3
)

日
時
ロ
月
日
日

ω、
午
後
6
時
i
8

時

場

所

市

コ

ミ

セ

ン

テ

i
マ

「
は
じ
め
の
一
歩
国
際
協
力
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
」
(
仮
題
)
講
師
古
賀
裕
世

(
ジ
ュ
ア
・
サ
ラ
l
マ
の
会
)
、
嶋
田
寛

子
(
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
入
場
料

無
料
「
さ
く
ら
荘
」

演
芸
大
会

年
忘
れ

福
祉
セ
ン
タ
ー

(包

@
1
3
5
1
)

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日
時
ロ
月
日
日
側
、
午
前
日
時
加
分

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

池
田
郷
土
史

「
池
田
物
語
」

一
冊

5
0
0
円

販
売
場
所

リ
カ
l
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
み
ぞ
か
み

問
い
合
わ
せ

野
村
(
宮
@
2
1
7
3
)

溝
上
(
宮
@
4
1
4
1
)

医
師
・
歯
科
医
師
・

薬
剤
師
の
方
は
届
出
を

県
央
保
健
所
総
務
課
(
岱
⑫
3
3

0
5
)
 

今
年
は
、
医
療
関
係
者
の
届
出
の
年

で
す
。
ロ
月
担
日
現
在
、
県
内
に
在
住

し
て
い
る
方
は
、
届
出
酉
一
不
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

平
成
日
年
1
月
日
日
開

消
防
団
の

ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た

側
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く

じ
助
成
事
業
(
平
成
叩
年
度
ふ
る

さ
と
消
防
団
活
性
化
助
成
事
業
)

の
助
成
金
を
受
け
て
作
成
し
た
も

の
で
、
消
防
団
員
が
誇
り
を
も
っ

て
活
動
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
魅

力
あ
る
消
防
団
w

つ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
消
防
団
員
の
デ
ザ
イ
ン
で

独
自
の
ア
ポ
ロ
キ
ャ

ッ
プ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「夢みて異国・恋して長崎」
キャンペーン記念事業

観先スヲンフラリー

ゅ 3/9
観光課 (内線242)
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平成10年度長崎県観光連盟特別宣伝事業の 環として、 「観光ス
タンプラリー」を実施します。下記の施設に応事用紙がありますの
で、それに記載されている要項により応葬された人は、抽選で豪華

賞品が当たります。市内外聞いませんので、のぼりを目印に自由に

ご参加ください。

期間 12月1日(火)'""平成11年3月31日(水)
応募期限平成11年3月31日(水)
市内の対象施設

野岳湖キャンプ場・大村市観光センタ ・大村市観光案内所

やまと 手作りジ、工ラ トシュシュ-旧楠本正隆屋敷

琴平ス力イパーク -長崎スコーコ ヒ パーク

12~。



市役所

ft53・4111(代表)

H
Z勺
O
M
N
H
A〉
寸

H
0
2

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

(
包
(
⑫

6
2
1
7
)

受
験
資
格
中
卒
(
見
込
み
)
で
ロ
歳

未
満
の
男
子

受
付
期
限
平
成
日
年

1
月
4
日
側

試
験
日
平
成
日
年
1

月
5
日

ω
試
験
科
目

国
語
・
社

会
・
数
学
・
理
科
・
英
語

・
作
文

概

要
入
隊
と
同
時
に

3
等
陸
海
空
士
に

任
命
さ
れ
、
高
等
学
校
に
入
学
し
、

3

年
で
卒
業
。
4
年
間
の
生
徒
教
育
終
了

時
に
は
3
等
陸
海
空
曹
に
昇
任

第
竹
口

大

村

市

予
ど
も
美
術
農
作
昂

子
ど
も
美
術
展
係

(
宮
⑪
3
1
6
1
)

資
格
市
内
に
居
住
す
る
小
学
1
年
生

か
ら
中
学
3
年
生
部
門
お
よ
び
出
品

規
定

①
絵
画
の
部
(
ポ
ス
タ
ー
は
除

き
、
版
画
を
含
み
ま
す
)
課
題
自

由

・
画
材
は
ク
レ

ヨ
ン
、
ク

レ
パ
ス
、

水
彩
・
大
き
さ
は
八
つ
切
り
ま
た
は
四

つ
切
り
②
書
の
部
(
半
紙
に
書
く
こ

と

)

課

題

小

1
:
「
ゆ
め
」

小
2
:
・
「
土
手
」
小
3
・
:
「
社
会
」

小
4
:
・
「
成
功
」
小
5
・
:
「
時
代
」

小
6
・

:

菜

主

中

1
・
:
「
開
発
」

中
2
・
:
「
推
進
」
中
3
・
:
「
飛
躍
」

コ
ミ
セ

ン

(中

3
の
み
棺
書
ま
た
は
行
書
で
も
よ

※
出
品
作
品
は
、
自
作
、
未
発
表
で
各

部
門
1
人
1
点
と
し
ま
す
。
作
品
に
は

学
校
名
・
学
年

・
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間

平
成
日
年
1

月
5
日

ω
l
m日
開
、
午
前
9
時
i
午

後
5
時
(
土

・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
)

中
央
公
民
館

講
座
参
加
者
募
集

中
央
公
民
館
(
包
⑭
3
1
6
1
)

。
冬
休
み
ハ
タ
ぃつ
く
り
教
室

日

時

ロ

月
お
日

ω、
午
前
日
時
i
正

午

場

所

中

央

公

民

館

大

会

議

室

対

象

小

学
1
年
か
ら
6
年
生

定
員

ω人
材
料
費

5
0
0
円

。
小
倉
百
人
一
首
・
子
ど
も
か
る
た
教
室

日
時
ロ
月
お
日
倒

i
m
日
側、

1
月

4
日
開
、
午
後
2
時
j

4
時

場
所

中
央
公
民
館
和
室
1

対

象

小

学
1

年
生

1
中
学
3
年

生

定

員

お

人

内

容

小

倉
百
人
一
首
の
取
り
方
、
遊

び
方
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
1
月
に
は

か
る
た
大
会
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢

・
性
別
・

学
校
学
年

・
電
話
番

号

・
(
か
る
た
教
室
は
か
る
た
経
験
の

有
無
)
・
希
望
す
る
教
室
名
を
記
入
の

う
え
、
〒

8
5
6
1
0
8
3
6

中
央

公
民
館
(
市
コ
ミ
セ
ン
内
)
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
ロ
月
M
日
仰

の
場
合
、
抽
選
)

(
申
込
多
数

-

中
地
区
公
民
館

副
講
座
参
加
者
募
集

園

中
地
区
公
民
館
(
包
@
1
3
7
6
)

O
お
正
月
お
り
が
み
教
室

日
時
ロ
月
ロ
日
旬
、
午
前

m時
j
正

午

場

所

中

地

区
公
民
館

対
象

小
学
生
ま
た
は
親
子

定

員

初

人

講
師
お
り
鶴
会

内
容
お
り
が
み

で
、
お
正
月
飾
り
を
お
り
ま
す
。

教
材
費

3
0
0
円

。
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

日
時
ロ
月
四
目
的
、
午
後
1
時
初
分

i
4
時

場

所

中

地
区
公
民
館

対

象

小

学
4
年
生
以
上

講
師

松
永

ゆ
み
内
容
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
l
キ
を

作
り
ま
す
。

教
材
費

8
0
0
円

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
、
住
所

・

氏
名
・
年
齢
(
学
校
名

・
学
年
)

・
性

別
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
教
室
名
を

記
入
の
う
え
、

干
8
5
6
1
0
8
1
4

松
並
1
丁
目
2
4
6
1
5
中
地
区
公
民

館
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

.
お
は
な
し
の
つ
ど
い

-

中
地
区
公
民
館
(
包
@
1
3
7
6
)

楽
し
い
お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
誰
で
も
自
由
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
ロ
月
ロ
日
出
、
午
後
2
時
j

3

時

場

所

中

地

区
公
民
館

内
容

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・
人
形

劇
ほ
か

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
集
合

サ
ン
タ
と
あ
そ
ぼ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

の
つ
ど
い

中
地
区
公
民
館
(
宮
@
1
3
7
6
)

日

時

ロ

月
四
日
伯
、
午
後
6
時
ぬ
分

i

8
時
(
午
後

6
時

開

場

)

場

所

コ
ミ
セ
ン
参
加
費
プ
レ
ゼ
ン
ト
代

1
人
5
0
0
円
(
大
人
・
子
供
共
通
)

定
員

先
着
3
5
0
人

申
込
方
法

前
も
っ
て
入
場
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

(
中
地
区
公
民
館
・
コ
ミ
セ
ン
に
あ
り
ま

す
)
仮
装
コ
ン
ク
ー
ル
・
ア
ニ
メ
を
テ

ー
マ
に
実
施
し
ま
す
。

干男子ゅうメイ卜募集中!!

期間 12月初旬ごろから
平成11年 1月10日ごろまで
その他 通勤手当支給制度
あります。

問い合わせ 大村郵便局
総務課 (宮@ 2800)

温
泉
・
食
事
等
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ま
す

グんみんベテランズクラフコゥ-fqf
司V こ3?担亙回;ifJh( 体。xドド ヤisj

大村支庖 干856・0822 大村市古町2丁目517-1
富の原出張所 〒856-0806 大村市富の原2丁目355・4

会ご加入には簡単な

審査がございます
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長崎県民信用組合

Zけんみん
TEL0120-0892-54 
TEL0120-0892-53 



市役所

ft53・4111(代表)

第9回
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問い合わせ

JA大村市営農部営農企画課

Tel.54-8009 

期日/12月6日 (日)

時間/午前10時~

場所/大村市JA会館およびグランド
※雨天決行。駐車場が不足していますので、

乗り合わせてご来場くださし、。

内容/農産物即売コーナ一、大村寿司コンクール

そのほか子供も喜ぶイベン卜がもりだくさん!

異文化の情報路

「長崎街道J

[パネリス ト]
歴史作家
永井路子氏

[コーディネーター]
脚本家
市川森一氏

[パネリスト]

ヨーゼフ ・クライナ一氏 (ポン大学日本文化研究所所長)

網野善彦氏 (歴史研究者 ... ・h
丸山落成氏 (西南学院大学教授 I思謀雪量
久田松和則氏 (地方史研究家) ‘益蓮'!I

前売券1，500円当日2，000円
市文化課・図書館 ・コミセン

体育文化センタ一・各出張所

市文化課 (内線369)

【チケット(資料代含む)1 
.チケ ット販売場所

期日/12月5日 (土)

時間/午前 9時50分~午後 5時

場所/体育文化センター内メインアリーナ

長崎・佐賀・福岡の 3県にまたがる長崎街道は、鎖国が敷かれた江
戸時代に、小倉から長崎まで57里 (228キロ)を25宿で結ぶ重要な道で、
市内には大村宿と松原宿がありました。異国文化を受け入れ、 日本文
化に大きな影響を友lました長崎街道が、いま新たなブームになろうと
しています。内外から一流の講師を大村にお招きしてシンポジウムを
開催します。

同市首慰霊B唄炉場薄玖袋三副
長椅街道 (夢函)リレ が12月6日 (日)に大村市をリレーします。
小倉~長崎間の 「長崎街道J各沿線を、昔の飛脚と同じように走って
沿線市町村のメ ッセージを隣の市町村へ届けながらリレーします。

無量寺駐車場 → 松原 → 福重 → 乾罵場 → 東本町 →
9 : 50 9 : 57 10 : 04 9 : 50 11 : 02 
→ 大村市役所→岩松 → 鈴田峠
11 : 1 7 11 : 34 11 : 45 .問い合わせ

住
宅
情

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
限

吃
月
叩
日
同

抽

選

日

吃
月
旬
日
制

午
前
叩
時
初
分

1

入

居

日

1
月

1
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
課

(内
線
4
4
1
)

す李小り異て
造
よ
榊
に
火
入
耐
収
易
の
簡
者
一一居

筒
入、び

造
よ
構
お
火
宅
耐
住

岡
山
居
中
入
耐
丘
中
家
※
※
 

住宅名 戸数 間取り 構造 階

↑守 松 3 K 簡2

竹 松 3DK 中耐4 2 

池 回 2 K 中耐4 4 

久原第2 2 3DK 中耐5 2.3 

松並第1 3DK 中耐5

-
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
案
内
書
配
付

旬
月
1
日

ωl

申
込
期
間

m
M
月
8
日

ωi叩
日
同

抽
選
日

刊
は
月
市
日
制

申
込
な
ら
び
に
用
紙
配
付
場
所

な
ら
び
に
問
い
合
わ
せ

長
時
県
住
宅
供
給
公
社

大
村
事
務
所
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お申込書の請求・お問い合せは、こちらへどうそ，

t;tj0120・1809・18
受付跨聞は、9:00-17:00(銀行の窓口休業日を除く )



口にあてはまる数字を答えてください。
来年の4月には統一地方選挙 (県議は11日、市議は25日7
が予定されていますが、立慢補者は供託金を納めなければ
なリませんc
その額は、県議の場合は60万円、市議の場合は30万円
と法令で決まっており、選挙や当選の効力の確定後に返還
されますが、得票がある一定に達しないときには没収され
ます。県議や市議の場合、有効投票総数をその選挙区の議
員定数で割りさらに10分の1したものですので、例えば大
村市議選で有効投票総数がもしも6万票だったとすると、
それを大村市の議員定数30名てや割って、さらに10分の1し
た二コロ票が供託没収点となります。

~ 

市役所

ft53・4111(代表)

第47回全国青年大会に出場する陸上 ・
男子バレーボールの皆さん

(10/19・市役所)

第34回全国身体障害者スポーツ大会に
出場するろう学校・大村パールハイム・

三彩の里の皆さん (10/26.市役所)
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第47回九州一周駅伝競走大会に出場す 67娠謀、ソ 望1 月
るコマツ電子金属長崎工場陸上部の皆

さん (10/29.市役所)
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歳未たすけあい運動

12/1亙砂 25亙
募金は、 生活困窮者や長期入院患者への見舞金な
どに利用 されます。
皆さ んのご協力をお願いします。
お願い
募金は12月7日(月)までに社会福祉協議会ま たは
各出張所へお届けください。
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交通安全キャンペーン

12/20豆砂1/3直応募締切 12月20日(日)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈量 (正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発迭をもって代えさせていただきます)
問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (11月号の正解/14) 重点項目 飲酒・暴走等無謀運転の根絶

高齢者と子供の交通事故防止

.お年玉っき年賀はがきは、用意して
おります。又、持ち込みも出来ます。
・住所・氏名・あいさつ文など文字入
れを希望される場合には、文字入れ
料金が別途かかります0
.30枚以上ご注文の方にポストカード
ペンをプレゼント致します。

12月13日受付分まで a 園田

おすすめタイプ70枚以上等I円

む的経~{ltlfiult{e仰ザ
芙L，~)ffiL念写真は一生の宝です。

写真t11オr=
特典1
ご来庖の方にもれなく 「京の小物jプ
レゼント
特典2
「前写」又は「ご予約」をされると、ス
タジ、オ写真を使って「テレホンカード」
プレゼント
。ご予約の方は
電話0957-53-5535で早めにお申し
込み下さい
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12月の競艇

女3 日 ~8 日
ドラゴン・アイカップ競走

女12 日 ~17 日
発祥地ウイナ一選抜戦競走

女20 日 ~23 日
賞金王決定戦競走場外発亮

大村商工会議所青年部は、創立10
周年記念事業としてあじさい基金
を設立し、昭和63年より今年度ま
で大村公園、岳ノ木場公園にあじ
さいを植栽されました。

大村高校の生徒約100人が、ボラ
ンティア活動の一貫として、屋敷
の庭園を中心に、周辺の武家屋敷
の草取りなどの清掃を行いまし
た。

実30 日 ~1 月 5 日
スポニチ金杯争奪新春特選レース

家族と共に暮らしてきたベットO
かけがえのないパートナーとして、心のささえであったペット。
家族の方と共に「告別の儀」をはじめ「火葬の儀H収骨の儀H納付の儀」および御供養まで、
真心込めて県央ベット霊園がお手伝いさせていただきます。

灰

~30 ~ 

-・.lr~l~霊ヨ由民錨E括通・・・
-仏壇(大) ￥15，000 ・fム司霊(小) ￥12，000 
共同納骨の場合は無料。

ただし供養料3，000円
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-11 JJ .... 'lま重量E語I~古事電iI~=~藩局圃・

-大型犬(15kg以上-30kg以下) ￥20，000 
・中型犬(5kg以上-15kg以下) ￥15，000 
・小型犬(5kg以下) ￥10，000 

超大型犬の場合は別途料金になります。



12月の健康力レジター

納
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便
利
な
口
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振
替
で
)

乳幼児すくすく健康相談 松原出張所

1(6水日) 
幼児教室(お口の健康と食生活) 市保健福祉センター

1(火B) 
⑧13:30-15:00 ⑮小児がん(神経芽)の検査セッ ⑧9:30-9:45 ⑮平成8年5月-6月生まれ
ト渡し 育児相談 @母子健康手帳・問診票・歯ブラシタオル・コップ

リハビリ教室 『根気の会; 市保健福祉センター 1歳6か月児健康診査 市保健福祉センター

13:30-15:30 ⑮体験談発表会 ・言語訓練 1(7木日) ⑧13:00-13:30 ~⑮は3 日と同様

2(水日) 
マタニティースクール ~明日の親のための学級 ( 1)~ 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-11:45 
市保健福祉センター 13:30-16:00 
⑮母子健康手帳 母と子のためにテキスト 成人の健康相談 福祉センター

1歳6か月児健康診査 市保健福祉センター 13: 00-15: 00 ⑮⑮は4日と同様

3(木日) 
⑧13: 00-13:30 ⑮平成9年5月生まれ(平成8年121(8金日) 

マタニァイースクール ~明日の親のための学級(3)~ 

月-9年4月生まれでまだ受けていない人も受診し 夜の部 :お父さん出番ですよPART-1j

てください。) ⑮母子健康手帳・問診票 ・タオル・ 市保健福祉センター 18:30-20:00 

母子共現在使用中の歯ブラシ @新婚夫婦・妊婦と夫・乳児の祖父母

4(金日) 成人の健康相談 福祉センター
⑮母乳育児と父親の役割について一小児科医師

13:00-15:00 ~40歳以上 ⑮血圧測定 1(9土日) 耳とことばの相談 福祉センタ- 13:00-15:00 
当番医

6(日日) 2(0日日) 
当番医

(内・消)吉田内科クリニック本町 宮②1177 (胃・内)津田胃腸科内科医院小路口本町 宮⑮1507
(皮・ア)本田皮ふ科・アレルギー科大川田町 宮⑮6830 (産) レディ-7j1)ニックしげまつ古田J1丁目 E⑪9200 

7伺日) 
一般健康相談 市保健福祉センター ことば、の教室 市保健福祉センター

13:00-16:00 ⑮血圧測定体脂肪量測定 栄養 9:30-16:00 ⑮⑮については14日と同様
相談ほか 乳幼児すくすく健康相談 竹松出張所

乳幼児すくすく健康相談 市保健福祉センター ⑧9:30-11:00 ⑮離乳食教室小児がん(神経芽)

⑧9:30-11:00 ⑮4か月児(離身(神乳長経食体芽教重)室測の検定・査育小児セ相児ソ談がト渡んし) 
2(1月日) 

の検査セ ット渡し 育児相談・身長体重測定

8(火B) 
⑧13:30-日 o~10か月児以上(堅苦訪問l号 ) 健康よろず相談 竹松出張所

13 :30-15: 30 ⑧血圧、コレステロール・ 貧血・
⑮子供用歯ブラシ(現在使用中のもの)またはガー 肥満など気になる方・介護面の相談(訪問指導 ・
ゼがあれば持参ください 市訪問リハビリ・リハビリ教室 ・保健福祉サーピ

リハビリ教室内畏気の会J市保健福祉センター スについての相談合む)健診結果説明・体脂肪測

13:30-15:30 ⑮レクリエーシ ョン 定 ⑮健康手帳

9(水日) 
マタ二ティースクール ~明日の親のための学級(2)~ マタニァィースクール ~明日の親のための学級(4)~ 

市保健福祉センター 13:30-16:00 

2(2火日) 
市保健福祉センタ- 9:30-13:00 

⑮歯ブラシ(現在使用中のもの) ⑮母子健康手帳・エプロン

3歳児健康診査 市保健福祉センター リハビリ教室 「根気の会J市保健福祉センター

1(0木日) 
⑧13 :00-13:30 ⑮平成7年6月生まれ(平成7年1 13:30-15:30 ⑮レクリエーション

月-5月生まれでまだ受けていない人も受診して

2(3水日) 
当番医

ください。) ⑧母子健康手帳問診票子供用菌 (内・外)牧山医院 宮小路2丁目 fi@7831
フラシ (眼) 楠木眼科医院 東=城町 fi@2711 

1(1金日) 3歳児健康診査 市保健福祉センター 2(4木日) 3歳児健康診査 市保健福祉センター⑧13:00-13:30 @⑮は10日と同様 ⑧13:00-13:30 ~⑮は10日と同様

1(3日日) 
当番屋

2(7日日) 
当番医

(内) 岡内科医院 東三城町 宮⑫3000 (内・小)中村医院 東本町 fi@2733 
(産) 後藤産婦人科医院西大村本町 宮⑫6015 (整) 橋口整形外科医院竹松本町 fi@8739 

ことばの教室 市保健福祉センター

3(1木日) 
当番医

1(4月日) 9:30-16:00 (初めての方は、市保健福祉センター (小・内)小児科内科しげの須田ノ木 包②8525
まで電話で申し込んでくださ po) ⑮母子健康子 (眼) 計屋眼科医院 古町1丁目 包@6888
帳 ⑮ことばの発達が気になる幼児 略号の説明 ⑮…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

1(5火日) リハビリ教室 『根気の会j 市保健福祉センター
⑮…持ってくるもの

13: 30-15: 30 ⑮手芸 当番医の診療時間 9:00-18:00 

ロ
月
は
、
固
定
資
産
税

(
4
期
)
と
国
民
健
康
保
険
税

(
6
期
、-〆

の
納
期
で
す
。

※市保健福祉センター(すこやかセンター)は、旧大村郵便局跡地です。

教育ローン
。九州銀行大村支后

-・E園韮蓋翠歪匪霊匿翠lOIIIIII冒盤調盟主冒溜園彊璽盟盟理冨

大村市本町436・13
fi52・3唱36
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わ
が
ま
ち
自
慢

木
場
驚
務

昭
和
初
年
ご
ろ
、

「木
場
地

区
に
も
何
か
郷
土
芸
能
を
」
と

の
声
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
地
区
に
は、

江
戸
時
代
か

ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
浮
立
」

が
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
争
な
ど

で
途
絶
え
浮
立
を
知

っ
て
い
る

人
が

い
な
く
な
り
、
復
活
は
困

難
な
状
態
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、

長
崎
と
言
う
名
に
ふ
さ
わ
し

い、

全
国
的
に
も
有
名
な
龍
踊

を:・
と
言
う
こ
と
で
、
田
端
地

区

(旭
が
丘
小
学
校
付
近
)
で

「木
場
龍
踊
」
が
踊
り
始
め
ら

れ
ま
し
た
。

'三

北
九
州
市
で
の
木
場
龍
踊
披
露
(
叩
/
叩

• 
再
発
見
l

」ば
じ
ゃ
お
ど
り

本
来
、
龍
踊
は
、
長
崎
の
唐

人
屋
敷
で
中
国
人
が

「上
元

(
中
国
の
正
月
)
」
に
踊
っ
て
い

た
も
の
を
、
習
っ
て
諏
訪
神
社

に
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
言

わ
れ
、
古
来
、
中
国
で
は
、

龍

は
太
陽
と
月
を
の
む
怪
獣
と
言

わ
れ
、
太
陽
を
の
ん
だ
時
は
日

蝕
、
月
を
の
ん
だ
時
は
月
蝕
と

な
り
ま
す
。
龍
踊
り
の
玉
は
そ

の
太
陽
と
月
を
表
わ
し
て
お

り
、
そ
の
玉
を
龍
が
の
み
こ
も

う
と
追
い
か
け
る
様
子
を
踊
り

に
し
た
も
の
で
す
。

木
場
龍
踊
は
、
大
龍
と
子
龍

が

一
緒
に
踊
る
「
連
れ

舞
い
」
や
口
か
ら
煙
を

吐
く
な
ど
他
地
区
で
は

見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
女
性

だ
け
の
龍
方
衆
も
結
成

し
て
い
ま
す
。

平
成

5
年
に
は
保
存

会
を
結
成
、
現

在
大

人
・
子
供
合
わ
せ
て
約

1
1
5
人
の
会
員
が
い

ま
す
。
練
習
は、

月
2

回
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

〆

'ノ
/ 

ー
シ
リ
ー
ズ
m
w
i

、、
意最

近
で
は
、
子
龍
の
龍
方
衆

(
子
供
)
不
足
が
悩
み
の
ひ
と

つ
だ
そ
う
で
す
。
踊
り
に
使
う

黒
い
衣
装
は
雨
雲
を、

黄
色
い

紐
は
稲
妻
を
、
ラ

ッ
パ

は
龍
の

鳴
き
声
を
、
ド
ラ
と
太
鼓
は
雷

光
・

雷
鳴
、
バ

ラ
バ
ラ
(
小
太

鼓
に
似
た
楽
器
)
は
雨
の
音
を

表
わ
し
ま
す
。

ピ

ュ
l
ロ
ロ
・
ピ

ュ
l
ロ

ロ
・
ド
ン
ド
ン
・
キ

ュ
l
ン
と

鳴
り
物
の
け
た
た
ま
し
い
音

で、

玉
を
の
み
込
ん
だ
龍
は、

天
に
昇
り
雲
を
生
み
雨
を
降
ら

せ
、
地
に
恵
を
与
え
ま
す
。

今
、
木
場
地
区
は
、

急
速
に

人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

芸
能
を
通
し
て
、
住
民
の
融
和

と
親
睦
が
計
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
年
目
月
に
は
、
北
九
州
市
で

披
露
さ
れ
る
な
ど
活
発
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
場
龍
踊
は
広
く
町
外
か
ら

も
踊
り
子
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
会
ご
希
望
の
方
は
(
岱

@

7
1
7
4
)
村
上
ま
で

司、

ラジオ・新聞で大村の情報を
ラジオ・新聞で大村の情報をお知らせしています

、J

12月の~
、ノ

FM長崎 rMYCITY MY TOWNj 
日時 毎週土曜日午前8時55分~9時

市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行って
います。お気軽にご相談ください。

長崎新聞 『市民生活の案内板 情報コーナー』

掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

実の秋を迎え、我が家のたんぼの稲穂もこがね色に色づき、収

穫を迎えました。久しぶりの農作業に汗を流したのはいいが、脚

腰は言うまでもなく、全身筋肉痛になってしまいました。(秋)

獅子座の流星群が18日未明見られる。朝方4時頃が見ごろだそ
うだ。せ市ったいに早起きしてみるぞ 1取材でいろいろなショーや

催し物をみるが、今回の天体ショーはせ喰ったいに見逃せない。毎

日のパタパタした忙しさから離れて、ゆっくりと宇宙のロマンに

浸リたい。33年ごとに見られるそうで、 次に見る時は68歳だ。
宇宙のほんの瞬きのあいまに年を取ってしまう。しかしその時は、

優雅な気持ちで元気なじいちゃんでショーをみたい。(樹)

今年の力レンダ もあと 枚を残すのみ。月日のたつのは、ほ

んとに早い l早い !20代は 週間が束になって過ぎ、30代はー
か月、40代は半年、50代は 年がひとまとまりになって過ぎて
いくと聞いたことがある。のんびり屋の私は、考えているうちに

日が暮れてしまいそうな予感がする。来年のおみくじに、“少し

は急げ"と書いてあるかもしれない。(あ)

量女43，033人 (+43) (+66) 園世帯28，638世帯

}ノ

毎月1回発行

発行/大村市

〒856-8686 長崎県大村市玖島1丁目25番地
TEL0957-53-4111 (代)
{市民の声ファ ックス]FAX.54-6600 

http://www.us1 . nagasaki-noc . ne . jp/~oomura 

編集/秘書広報課

印刷/第一印刷株式会社

広告代理屈/株式会社大村国際交流センター

量人口83，162人(+112) 
11月1日現在 ( )内は前月比

2日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

3日(木) 人権相談(特設) 10 : 00-16 : 00 

10日(木) 行政相談 9 : 30-12 : 00 

17B (木) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

22日(火) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

24日(木) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

25日(金) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 

※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。
※受け付けは午前8時30分からです。 (電話での受け付けはいたしません)

山園
国

附図
園

置男40，129人(十69)

、ノ


	199812-p01
	199812-p02-03
	199812-p04-07
	199812-p08-13
	199812-p14-15
	199812-p16
	199812-p17
	199812-p18-22
	199812-p23-24
	199812-p25-31
	199812-p32

